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越前市水防計画 

 

第１章 総則 

1.1 目的 

 この計画は、水防法（昭和２４年法律第１９３号、以下「法」という。）第４条の規定に基

づき、知事から指定された指定水防管理団体たる越前市が、同法第３３条第１項の規定に基

づき、越前市内における水防事務の調整及びその円滑な実施のために必要な事項を規定し、

越前市の地域にかかる河川、湖沼の水災を警戒し、防御し、及びこれによる被害を軽減し、

もって公共の安全を保持することを目的とする。 

 

1.2 用語の定義 

 主な水防用語の意義は次のとおりである。 

（１）水防本部 

 越前市内における水防を総括するため、設置するものである。洪水等の恐れがあるときに

設置する。 

（２）水防管理団体 

 水防の責任を有する越前市をいう（法第２条第２項）。 

（３）水防管理者 

 水防管理団体の長である市長をいう（法第２条第３項）。 

（４）消防機関 

 消防組織法（昭和２２年法律第２２６号）第９条に規定する消防の機関（消防本部、消防

署及び消防団）をいう（法第２条第４項）。 

（５）消防機関の長 

 南越消防組合消防本部消防長をいう（法第２条第５項）。 

（６）水防要員 

 越前市水防本部に属する者をいう。 

（７）量水標管理者 

 量水標、験潮儀その他の水位観測施設の管理者をいう（法第２条第７項、法第１０条第３

項）。 

 福井県水防計画で定める量水標管理者は、福井県水防計画で定めるところにより、水位を

通報及び公表しなければならない（法第１２条）。 

（８）水防協力団体 

 水防に関する業務を適正かつ確実に行うことができると認められる法人、その他法人でな

い団体であって、事務所の所在地、構成員の資格、代表者の選任方法、総会の運営、会計に

関する事項その他当該団体の組織及び運営に関する事項を内容とする規約その他これに準ず

るものを有しているものとして水防管理者が指定した団体をいう（法第３６条第１項）。 

（９）土砂災害警戒情報 

 大雨警報（土砂災害）が発表されている状況で、大雨による土砂災害発生の危険度がさら

に高まったときに、市長の避難指示や住民の自主避難の判断をするため、県と気象庁が共同

で発表する防災情報。 

（10）洪水予報河川 

 国土交通大臣又は知事が、流域面積が大きい河川で、洪水により国民経済上重大又は相当

な損害が生じるおそれがあるものとして指定した河川。国土交通大臣又は知事は、洪水予報

河川について、福井地方気象台長と共同して、洪水のおそれの状況を基準地点の水位又は流

量を示して洪水の予報等を行う（法第１０条第２項、法第１１条第１項、気象業務法（昭和

２７年法律第１６５号）第１４条の２第２項及び第３項）。 
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（11）水防警報 

 国土交通大臣又は知事が、洪水、津波又は高潮により国民経済上重大又は相当な損害が生

じるおそれがあると認めて指定した河川、湖沼又は海岸（水防警報河川等）について、国土

交通大臣又は県知事が、洪水、津波又は高潮によって災害が起こるおそれがあると認められ

るとき、水防を行う必要がある旨を警告して行う発表をいう（法第２条第８項、法第１６条）。 

（12）水位周知河川 

 国土交通大臣又は知事が、洪水予報河川以外の河川で洪水により国民経済上重大又は相当

な損害が生じるおそれがあるものとして指定した河川。 

国土交通大臣または知事は、水位周知河川について、当該河川の水位があらかじめ定めた氾

濫危険水位（特別警戒水位）に達したとき、水位又は流量を示して通知及び周知を行う。（法

第１３条） 

（13）水位到達情報 

水位到達情報とは、国土交通大臣または知事が指定した水位周知河川においてあらかじめ 

定めた氾濫危険水位（特別警戒水位）への到達に関する情報のほか、氾濫注意水位（警戒水

位）、避難判断水位への到達情報、氾濫発生情報のことをいう。 

（14）水防団待機水位（通報水位） 

 量水標の設置されている地点ごとに知事が定める水位で、各水防機関が水防体制に入る水

位（法第１２条第１項に規定される通報水位）をいう。 

 水防管理者又は量水標管理者は、洪水若しくは高潮のおそれがある場合において、量水標

等の示す水位が水防団待機水位（通報水位）を超えるときは、その水位の状況を関係者に通

報しなければならない。 

（15）氾濫注意水位（警戒水位） 

 水防団待機水位（通報水位）を超える水位であって、洪水又は高潮による災害の発生を警

戒すべきものとして知事が定める水位（法第１２条第２項に規定される警戒水位）をいい、

水防団の出動の目安となる水位である。 

 量水標管理者は、量水標等の示す水位が氾濫注意水位（警戒水位）を超えるときは、その

水位の状況を公表しなければならない。 

（16）避難判断水位 

国土交通大臣または知事が指定した洪水予報河川及び水位周知河川において、市町長の高

齢者等避難の発令の目安となる水位であり、住民の氾濫に関する情報への注意喚起となる水

位。 

（17）氾濫危険水位 

  洪水により相当の家屋浸水等の被害を生じる氾濫の起こるおそれがある水位をいう。 

国土交通大臣または知事が指定した洪水予報河川及び水位周知河川において、市町長の避

難指示の発令判断の目安となる水位である。水位周知河川においては、法第１３条第１項及

び第２項に規定される特別警戒水位に相当する。 

（18）特別警戒水位 

 法第１３条第１項及び第２項に定める洪水による災害の発生を特に警戒すべき水位。国土

交通大臣又は知事は、指定した水位周知河川においてこの水位に到達したときは、水位到達

情報を発表しなければならない。 

（19）重要水防箇所 

堤防の決壊、漏水、川の水があふれる等の危険が予想される箇所であり、洪水等に際して

水防上特に注意を要する箇所をいう。 

（20）洪水浸水想定区域 

洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又は浸水を防止することにより、水災による被害

の軽減を図るため、想定し得る最大規模の降雨により当該河川において氾濫が発生した場合
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に浸水が想定される区域として国土交通大臣又は都道府県知事が指定した区域をいう（法第

１４条）。 

（21）浸水被害軽減地区 

 洪水浸水想定区域内で輪中堤防その他の帯状の盛土構造物が存する土地（その状況がこれ

に類するものとして国土交通省令で定める土地を含む。）の区域であって浸水の拡大を抑制す

る効用があると認められる区域として水防管理者が指定した区域をいう。（法第１５条の６） 

 

1.3 水防の責任等 

水防に関係する各主体について、水防法等に規定されている責任及び義務は次の通りであ

る。 

（１）水防管理団体（越前市）の責任 

 管轄区域内の水防を十分に果たすべき責任を有する（法第３条）。具体的には、主に次のよ

うな事務を行う。 

 ①平常時における河川等の巡視（法第９条） 

②水位の通報（法第１２条第１項） 

③水位周知下水道の水位到達情報の通知及び周知（法第 13 条の２第 2） 

④内水浸水想定区域の指定、公表及び通知（第14条の２） 
⑤浸水想定区域における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水の防止のための措置（法第１

５条） 

 ⑥避難確保計画を作成していない要配慮者利用施設の所有者又は管理者への必要な指示、

指示に従わなかった旨の公表。要配慮者利用施設の所有者又は管理者より報告を受けた

避難確保計画及び避難訓練の結果についての助言・勧告（法第１５条の３） 

  ⑦浸水被害軽減地区の指定・公示及び通知、標識の設置、土地の形状変更の届出を受理し

た際の通知・届出者への助言又は勧告（法第１５条の６、法第１５条の７、法第１５条

の８） 

 ⑧予想される水災の危険の周知（法第１５条の１１） 

⑨消防機関の出動準備又は出動（法第１７条） 

⑩緊急通行により損失を受けた者への損失の補償（法第１９条第２項） 

⑪警戒区域の設定（法第２１条） 

⑫警察官の援助の要求（法第２２条） 

⑬他の水防管理者又は市町長若しくは消防長への応援要請（法第２３条） 

⑭堤防決壊等の通報、決壊後の措置（法第２５条、法第２６条） 

⑮公用負担により損失を受けた者への損失の補償（法第２８条第３項） 

⑯避難のための立退きの指示（法第２９条） 

⑰水防訓練の実施（法第３２条の２） 

⑱水防計画の作成及び要旨の公表（法第３３条第１項及び第３項） 

⑲水防協力団体に対する監督等（法第３９条） 

⑳水防従事者に対する災害補償（法第４５条） 

 

（２）県の責任 

 県内における水防管理団体が行う水防が十分行われるように確保すべき責任を有する（法

第３条の６）。具体的には、主に次のような事務を行う。 

  ①指定水防管理団体の指定（法第４条） 

  ②水防計画の作成及び要旨の公表（法第７条第１項及び第７項） 

  ③水防管理団体が行う水防への協力（河川法第２２条の２） 

  ④都道府県水防協議会の設置（法第８条第１項） 

  ⑤気象予報及び警報、洪水予報の通知（法第１０条第３項） 
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  ⑥洪水予報の発表及び通知（第１１条第１項、気象業務法第１４条の２第３項） 

  ⑦量水標管理者からの水位の通報及び公表（法第１２条） 

⑧水位周知河川、水位周知下水道及び水位周知海岸の水位到達情報の通知及び周知（法第

１３条第２項及び第３項） 

  ⑨洪水予報又は水位到達情報の通知の関係市町長への通知（法第１３条の２） 

  ⑩洪水浸水想定区域の指定、公表及び通知（法第１４条） 

  ⑪都道府県大規模氾濫減災協議会の設置（法第１５条の１０） 

  ⑫水防警報の発表及び通知並びに水防警報河川等指定したときの公示（法第１６条第１項、 

第３項及び第４項） 

  ⑬水防信号の指定（法第２０条） 

  ⑭避難のための立退きの指示（法第２９条） 

  ⑮緊急時の水防管理者、水防団長又は消防機関の長への指示（法第３０条） 

  ⑯水防団員の定員の基準の設定（法第３５条） 

  ⑰水防協力団体に対する情報の提供又は指導若しくは助言（法第４０条） 

  ⑱水防管理団体に対する水防に関する勧告又は助言（法第４８条） 

（３）国土交通省の責任 

  ①洪水予報の発表及び通知（法第１０条第２項、気象業務法第１４条の２第２項） 

  ②量水標管理者からの水位の通報及び公表（法第１２条） 

  ③水位周知河川の水位到達情報の通知及び周知（法第１３条第１項） 

④洪水予報又は水位到達情報の通知の関係市町長への通知（法第１３条の４） 

  ⑤洪水浸水想定区域の指定、公表及び通知（法第１４条） 

  ⑥水防警報の発表及び通知（法第１６条第１項及び第２項） 

  ⑦重要河川における知事等に対する指示（法第３１条） 

  ⑧特定緊急水防活動（法第３２条） 

⑨水防協力団体に対する情報の提供又は指導若しくは助言（法第４０条） 

  ⑩県等に対する水防に関する勧告又は助言（法第４８条） 

（４）河川管理者の責任 

 ①水防管理団体が行う水防への協力（河川法第２２条の２） 

 ②水防管理者に対する浸水被害軽減地区の指定及び市長に対する水害リスク情報の把握に

関する情報提供及び助言（法第１５条の１２） 

（５）気象庁の責任 

 ①気象、津波、高潮及び洪水の予報及び警報の発表及び通知（法第１０条第１項、気象業

務法第１４条の２第１項） 

 ②洪水予報の発表及び通知（法第１０条第２項、法第１１条第１項並びに気象業務法第１

４条の２第２項及び第３項） 

（５）居住者等の義務 

 ①水防への従事（法第２４条） 

 ②水防通信への協力（法第２７条） 

 

1.4 安全配慮 

 洪水においては、水防活動に従事する者自身の安全確保に留意して水防活動を実施するも

のとする。 

 避難誘導や水防作業の際も、水防活動に従事する者自身の安全は確保しなければならない。 

水防活動に従事する者自身の安全確保のために配慮するべき事項 

・水防活動時にはライフジャケットを着用する。 

・水防活動時の安否確認を可能にするため、通常のものが不通の場合でも利用可能な通信機 

器を携行する。 
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・水防活動は、ラジオを携行する等、最新の気象情報を入手可能な状態で実施する。 

・指揮者は、水防活動が長時間にわたるときは、疲労に起因する事故を防止するため、水防

活動に従事する者を随時交代させる。 

・水防活動は原則として複数人で行う。 

・水防活動を行う範囲に応じて監視員を適宜配置する。 

・指揮者又は監視員は、現場状況の把握に努め、水防活動に従事する者の安全を確保するた

め、必要に応じ、速やかに退避を含む具体的な指示や注意を行う。 

・指揮者は、水防活動に従事する者等の安全確保のため、予め活動可能な時間等を水防活動

に従事する者等へ周知し、共有しなければならない。 

・指揮者は、活動中の不測の事態に備え、退避方法、退避場所、退避を指示する合図等を事

前に徹底する。 
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第２章 水防組織 

2.1 市の水防組織 

 水防に関係ある警報・注意報等により、洪水等のおそれがあると認められるときから洪水

等のおそれがなくなったと認められるときまで、越前市水防本部を設置する。なお、越前市

水防本部は、越前市並びに南越消防組合に設ける警防本部で構成し、次の組織で事務を処理

する。ただし、災害対策本部が設置されたときは、同本部の一部として編入され、その事務

を処理する。 

（１）水防本部の組織系統 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）水防本部の構成及び事務分掌 

 水防本部の構成及び事務分掌は、市水防本部の事務分掌（別表１）のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

越前市水防本部 

越  前  市 
水防対策本部 

南越消防組合 
警防本部 

対 策 会 議 

各 対 策 班 消 防 団 各 対 策 班 

連
絡
協
調 
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第３章 水防区域と重要水防箇所 

3.1 水防区域 

 市内の水防区域をその区域の現状並びに洪水が公共上及ぼす影響の程度により次のとおり

分ける。（資料１－１） 

（１）福井県知事において水防警報を行う地域 

 ①日野川  右岸  

       左岸  

 ②鞍谷川  右岸  

       左岸  

 ③吉野瀬川 右岸  

       左岸  

 

3.2 水防区域の現況 

（１）河川等水防区域 （資料１－１） 

 ①１級河川 １３河川 

 ②その他河川 

 ア 準用河川 ２河川 

 イ 法定外河川及び主要水路 １河川 

（２）要注意箇所（資料１－２） 

 ①主要水閘門一覧表 

 ②河川管理施設水門樋門 

南条郡南越前町聖橋から下流国土交通大臣管理区域まで 

 

越前市新鞍谷橋から浅水川合流まで 

 

越前市岡本橋から日野川合流点まで 
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3.2 重要水防箇所 

（１）定義 

 堤防の決壊、漏水、川の水があふれる等の危険が予想される箇所であり、洪水等に際して

水防上特に注意を要する箇所をいう。 

 重要水防箇所の評定基準については、以下のとおりである。 

種別 
重要度 要注意 

区間 A水防上最も重要な区間 B水防上重要な区間 

堤防高 

( 流 下 能

力) 

計画高水流量規模の洪水の水位（高潮区間

の堤防にあっては、計画高潮位）が現状の

堤防高を越える箇所。 

計画高水流規模の洪水の水位（高潮区間の堤

防にあっては計画高潮位）と現状の堤防高と

の差が堤防の余裕高に満たない箇所。 

 

堤防断面 

現況の堤防断面あるいは天端幅が、計画の

堤防断面あるいは計画の天端幅の２分の１

未満の箇所。 

現況の堤防断面あるいは天端幅が、計画の堤

防断面あるいは計画の天端幅に対して不足

しているが、それぞれ２分の１以上確保され

ている箇所。 

 

法崩れ・ 

すべり 

法崩れ又はすべりの実績があるが、その対

策が未施工の箇所。 

法崩れ又はすべりの実績があるが、その対策

が暫定施工の箇所。 

法崩れ又はすべりの実績はないが、堤体ある

いは基礎地盤の土質、法勾配等から見て法崩

れ又はすべりが発生するおそれのある箇所

で、所要の対策が未施工の箇所。 

 

漏水 

漏水の履歴があるが、その対策が未施工の

箇所。 

漏水の履歴があり、その対策が暫定施工の箇

所。 

漏水の履歴はないが、破堤跡又は旧川跡の堤

防であること、あるいは基礎地盤及び堤体の

土質から見て漏水が発生する恐れがある箇

所で、所要の対策が未施工の箇所。 

 

水衝・ 

洗掘 

水衝部にある堤防の前面の河床が深掘れし

ているがその対策が未施工の箇所。 

橋台取り付け部やその他の工作物の突出箇

所で、堤防護岸の根固め等が洗われ一部破

損しているが、その対策が未施工の箇所。 

波浪による河岸の決壊等の危険に瀕した実

績があるその対策が未施工の箇所。 

水衝部にある堤防の前面の河床が深掘れに

ならない程度に洗掘されているが、その対策

が未施工の箇所。 

 

工作物 

河川管理施設等応急対策基準に基づく改善

措置が必要な堰、橋梁、樋管その他の工作

物の設置されている箇所。 

橋梁その他の河川横断工作物の桁下高等が

計画高水流量規模の洪水の水位（高潮区間

の堤防にあっては計画高潮位）以下となる

箇所。 

橋梁その他の河川横断工作物の桁下高等と

計画高水流量規模の洪水の水位（高潮区間の

堤防にあっては計画高潮位）との差が堤防の

計画余裕高に満たない箇所。 

 

 
 

 

工事施工 
  出水期間中に堤防を開削する工事箇所又は仮

締め切り等により本堤に影響を及ぼす箇所。 

新堤防・ 

破堤跡・ 

旧川跡 

  新堤防で築造後３年以内の箇所。 

破堤跡又は旧川跡の箇所。 

陸閘   陸閘が設置されている箇所。 

 

（２）県管理区間における重要水防箇所 

 県管理区間における重要水防箇所は、資料２のとおりである。
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第４章 予報及び警報 

4.1 気象庁が行う予報及び警報 

（１）気象台が発表若しくは伝達する注意報及び警報 

 福井地方気象台は、気象、地象（地震にあっては、発生した断層運動による地震動に限る）

および水象の予報および警報等の防災気象情報の発表、伝達および解説を行う。 

 水防活動の利用に適合する（水防活動用）注意報及び警報は、指定河川洪水予報を除き、

一般の利用に適合する注意報、警報及び特別警報をもって代える。なお、水防活動の利用に

適合する特別警報は設けられていない。 

 水防活動の利用に適合する注意報、警報の種類と対応する一般の利用に適合する注意報、

警報、特別警報の種類及びそれらの発表基準は、次のとおりである。 
水防活動の利

用に適合する

注意報、警報 

一般の利用に適合す

る注意報、警報、特

別警報 

発表基準 

注
意
報 

気象 大雨注意報 大雨により災害が発生するおそれがあると予想されたときに発表さ

れる。ハザードマップによる災害リスクの再確認等、避難に備え自

らの避難行動の確認が必要とされる警報レベル２である。 

洪水 洪水注意報 河川の上流域での降雨や融雪等により河川が増水し、災害が発生す

るおそれがあると予想されたときに発表される。ハザードマップに

よる災害リスクの再確認等、避難に備え自らの避難行動の確認が必

要とされる警戒レベル２である。 

高潮 高潮注意報 台風や低気圧等による海面の異常な上昇が予想されたときに注意を

喚起するために発表される。高潮警報に切り替える可能性に言及さ

れていない場合は、ハザードマップによる災害リスクの再確認等、

避難に備え自らの避難行動の確認が必要とされる警戒レベル２であ

る。高潮警報に切り替える可能性が高い旨に言及されている場合は、

高齢者等は危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル３に相

当。 

津波 津波注意報 津波により災害が発生するおそれがあると予想したとき 

警
報 

気象 大雨警報 大雨により重大な災害が発生するおそれがあると予想されたときに

発表される。大雨警報には、大雨警報（土砂災害）、大雨警報（浸水

害）、大雨警報（土砂災害、浸水害）のように、特に警戒すべき事項

が明記される。大雨警報（土砂災害）は、高齢者等は危険な場所から

の避難が必要とされる警戒レベル３に相当。 

洪水 洪水警報 河川の上流域での降雨や融雪等による河川の増水により、重大な災

害が発生するおそれがあると予想したとき 

高潮 高潮警報 台風や低気圧等による異常な海面の上昇により重大な災害が発生す

るおそれがあると予想されたときに発表される。河川の増水や氾濫、

堤防の損傷や決壊による重大な災害が対象としてあげられる。高齢

者等は危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル３に相当。 

津波 津波警報又は大津波

警報（大津波警報を

特別警報に位置付

け） 

津波により重大な災害が発生するおそれがある（又は著しく大きい）

と予想したとき 

特
別
警
報 

気象 大雨特別警報 過去の多大な被害をもたらした現象に相当すると予想され、かつ、

激しい雨がさらに降り続くと予想される場合に発表される。災害が

発生又は切迫している状況であり、命の危険が迫っているため直ち

に身の安全を確保する必要があることを示す警戒レベル５に相当。 

高潮 高潮特別警報 台風や低気圧等による海面の上昇が特に異常であるため重大な災害

が発生するおそれが著しく大きいときに発表される。危険な場所か

らの避難が必要とされる警戒レベル４に相当。 

※一般の利用に適合する洪水の特別警報は設けられていない。 
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①大雨・洪水注意報発表基準                     令和6年5月23日現在 
市町を

まとめ

た地域 

市町名 大雨 

(浸水害) 

大雨 
( 土 砂 災

害) 

洪水 洪水 洪水 

表面雨量

指数基準 

土壌雨量

指数基準 

 

流域雨量指数基準 

 

複合基準 

 

指定河川洪水予報

による基準 

嶺北南

部 

越前市 9 

 

81 天王川流域 4.9, 

浅水川流域 9.6, 

鞍谷川流域 10.9, 

服部川流域 8, 

水間川流域 7.5, 

月尾川流域 7, 

吉野瀬川流域 10.8, 

大塩谷川流域 5.9 

天王川流域 (7,4), 

鞍谷川流域 (5,10.9), 

服部川流域 (5,8), 

水間川流域 (5,7.5), 

月尾川流域 (5,6.1), 

日野川流域 (7,21) 

日野川中流[糺橋] 

鯖江市 9 77 浅水川流域 20, 

穴田川流域 7.6, 

鞍谷川流域 15.8, 

河和田川流域 8.8, 

吉野瀬川流域 10.9, 

天神川流域 3.1, 

神通川流域 5.5 

浅水川流域 (7,16), 

鞍谷川流域 (5,15.8), 

河和田川流域 (7,7), 

日野川流域 (7,27.9), 

天神川流域 (7,3) 

日野川中流[糺橋] 

池田町 9 82 足羽川流域 21.2, 

部子川流域 14, 

水海川流域 12.2, 

魚見川流域 13.6 

足羽川流域 (7,16.9), 

部子川流域 (5,14) 

 

－ 

南 越前

町 

6 75 日野川流域 24.8, 

清水川流域 4.2, 

牧谷川流域 5.2, 

奥野々川流域 4, 

阿久和川流域 5.5, 

鹿蒜川流域 8.1 

日野川流域 (5,13.4) 

 
－ 

②大雨・洪水警報発表基準                     令和6年5月23日現在 
市町を

まとめ

た地域 

市町名 大雨 

(浸水害) 

大雨 
( 土 砂 災

害) 

洪水 洪水 洪水 

表面雨量

指数基準 

土壌雨量

指数基準 

流域雨量指数基準 複合基準 指定河川洪水予報

による基準 

嶺北南

部 

越前市 15 

 

116 天王川流域 6.3, 

浅水川流域 12, 

鞍谷川流域 13.7, 

服部川流域 10, 

水間川流域 9.4, 

月尾川流域 8.8, 

吉野瀬川流域 13.6, 

大塩谷川流域 7.4 

天王川流域 (7,5.6), 

鞍谷川流域 

(7,13.4) , 

服部川流域 (7,9), 

水間川流域 (7,8.4), 

月尾川流域 (7,6.8) 

 

日野川中流[糺橋] 

鯖江市 17 111 浅水川流域 25, 

穴田川流域 9.5, 

鞍谷川流域 19.8, 

河和田川流域 11.1, 

吉野瀬川流域 13.7, 

天神川流域 3.9, 

神通川流域 7.1 

浅水川流域 (7,22.5), 

鞍谷川流域 (7,17.8), 

河和田川流域 

(7,9.9), 

日野川流域 (7,32.5), 

天神川流域 (7,3.4) 

日野川中流[糺橋] 

足羽川［九十九橋］ 

池田町 12 118 足羽川流域 26.5, 

部子川流域 17.6, 

水海川流域 15.3, 

魚見川流域 17 

足羽川流域 (7,23.7), 

部子川流域 (7,15.8) 

 

－ 

南 越前

町 

11 108 日野川流域 31.1, 

清水川流域 5.3, 

－ 

 
日野川中流[糺橋] 
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牧谷川流域 6.6 

奥野々川流域 5, 

阿久和川流域 6.9, 

鹿蒜川流域 10.2 

(大雨及び洪水警報･注意報基準表の見方) 

（１） 表面雨量指数：短時間強雨による浸水危険度の高まりを把握するための指標。 

（２） 土壌雨量指数：降った雨による土砂災害危険度の高まりを把握するための指標。 

（３） 流域雨量指数：河川の上流域に降った雨により、どれだけ下流の対象地点の洪水危険

度が高まるかを把握するための指標。 

（４） 各指標基準は１ｋｍ四方毎に設定しているが、欄内の土壌雨量指数は市町内における

基準値の最低値を示す。 

（５） 「洪水の複合基準」は、（表面雨量指数,流域雨量指数）の組み合わせによる基準値を

示す。 

（６） 基準値における「・・・以上」の「以上」は省略。 

（７）基準が設定されていない市町については、その欄を“－”で示す。 

（８）洪水の欄中、「指定河川洪水予報による基準」の「○○川[△△]」は、「指定河川であ

る○○川に発表された洪水予報において、△△基準観測点で氾濫警戒情報、又は、氾濫

危険情報の発表基準を満たしている場合に洪水警報・注意報を発表する」ことを意味す

る。 

③大雨特別警報発表基準 
現象の種類 基準 

大雨 過去の多大な被害をもたらした現象に相当すると予想され、かつ、激しい雨がさらに降

り続くと予想される場合に発表される。 

 

④大雨警報・洪水注意報等を補完する情報 

  気象庁は、注意報、警報、特別警報を補完する情報として、大雨警報（土砂災害）、大雨

警報（浸水害）の危険度分布、洪水警報の危険度分布及び流域雨量指数の予測値を発表す

る。これらの概要は次のとおりである。 

種類 内容 

防災キキクル 

（大雨警報 

（土砂災害） 

の危険度分布） 

大雨による土砂災害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で1km四方の領域ご

とに5段階に色分けして示す情報。2時間先までの雨量分布及び土壌雨量指数の

予測を用いて常時10分ごとに更新しており、大雨警報（土砂災害）や土砂災害 

警戒情報等が発表されたときに、危険度が高まっている場所を面的に確認する

ことができる。 

・「災害切迫」（黒）：命の危険があり直ちに安全確保が必要とされる警戒レベル

５に相当。 

・「危険」（紫）：危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル４に相当。 

・「警戒」（赤）：高齢者等は危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル３

に相当。 

・「注意」（黄）：ハザードマップによる災害リスクの再確認等、避難に備え自ら

の避難行動が必要とされる警戒レベル２に相当。 

浸水キキクル 

（大雨警報 

（浸水害） 

の危険度分布） 

短時間強雨による浸水害の危険度の高まりの予測を、地図上で1km四方の領域ご

とに5段階に色分けして示す情報。1時間先までの表面雨量指数の予測を用いて

常時10分ごとに更新しており、大雨警報（浸水害）等が発表されたときに、危険

度が高まっている場所を面的に確認することができる。 

・「災害切迫」（黒）：命の危険があり直ちに安全確保が必要とされる警戒レベル

５に相当。 
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洪水キキクル 

（洪水警報 

の危険度分布 

指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知河川及びその他河川）

の洪水害発生の危険度の高まりの予測を、地図上で河川流路を概ね1kmごとに5

段階に色分けして示す情報。3時間先までの流域雨量指数の予測を用いて常時10

分ごとに更新しており、洪水警報等が発表されたときに、危険度が高まっている

場所を面的に確認することができる。 

・「災害切迫」（黒）：命の危険があり、直ちに安全確保が必要とされる警戒レベ

ル5に相当。 

・「危険」（紫）：危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル4に相当。 

・「警戒」（赤）：高齢者等は危険な場所からの避難が必要とされる警戒レベル3に

相当。 

・「注意」（黄）：ハザードマップによる災害リスクの再確認等、避難に備え自ら

の避難行動の確認が必要とされる警戒レベル2に相当。 

流域雨量指数の

予測値 

指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知河川及びその他河川）

の、上流域での降雨による、下流の対象地点の洪水危険度の高まり予測を、洪水

警報等の基準への到達状況に応じて危険度を色分けした時系列で示す情報。6時

間先までの雨量分布の予測（降水短時間予報等）を用いて常時10分ごとに更新し

ている。 

 

④気象庁が発表する特別警報（参考） 

気象庁は、予想される現象が特に異常であるため重大な災害の起こるおそれが著しく大

きい場合として降雨量その他に関し気象庁が定める基準に該当する場合には、大雨、津波、

高潮等についての一般の利用に適合する警報（特別警報）をする。なお、津波については、

既存の大津波警報が特別警報に位置付けられる。 

また、水防活動用の特別警報は設けられていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



13 
 

（２）注意報・警報等の伝達経路及び手段 

 

           ※１福井地方気象台の連絡先は、気象業務法施行令に定める連絡先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※２ これらの機関は防災情報提供システム（インターネット）によるメール配信 

      （各機関が必要な情報を登録）、又は気象庁ホームページより入手する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河川堤防管理者 
水閘門・用水等管理者 
その他関係機関 

ＮＨＫ福井放送局 

福井地方気象台※１ 

県水防本部、広野・桝谷ダム統合管理事務所 

丹南土木事務所、その他関係課 

一 般 市 民 

越前市水防本部 

越前市 

水防対策本部 

南越消防組合 

警防本部 

 

 

防災情報提供システム 

（インターネット） 

又は 

気象庁ホームページ 

県警察本部 ※２ 

報道機関  ※２ 

その他   ※２ 

公共交通関係機関 ※２ 

電力関係機関※２ 

県危機管理課 
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4.2 土砂災害警戒情報 

福井県と福井地方気象台は共同して、福井県土砂災害警戒情報に関する実施要領に基づき、

大雨による土砂災害発生の危険度が高まったとき、市町単位において土砂災害警戒情報の発

表を行う。 

また、発表した市町へ避難等の判断を支援することを目的に、直接助言（ホットライン）

を行う。 

（１） 発表基準 
種類 発表の基準 

警戒基準 大雨警報又は大雨特別警報発表中において、気象庁が作成する降雨予測が、県で定める監視

基準に達したとき 

警戒解除基準 気象庁が作成する降雨予測が、県で定める監視基準を下回り、かつ短時間で再び基準を超過

しないと予想されるとき 

 

（２）土砂災害警戒情報に関する伝達経路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※２ これらの機関は防災情報提供システム（インターネット）によるメール配信 

   （各機関が必要な情報を登録）、又は気象庁ホームページより入手する。 

 

越前市水防本部 

越前市 

水防対策本部 

南越消防組合 

警防本部 

福井地方気象台 

一 般 市 民 

共同発表 

丹南土木事務所 

県危機管理課 

福井河川国道事務所 

ＮＨＫ福井放送局 

県水防本部 

 

 

防災情報提供システム 

（インターネット） 

又は 

気象庁ホームページ 

県警察本部 ※２ 

報道機関  ※２ 

その他   ※２ 

公共交通関係機関 ※２ 

電力関係機関※２ 
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4.3 洪水予報河川における洪水予報 

（１）種類及び発表基準 

 知事は、知事が指定した河川について洪水予報をしたときは、水防管理者及び量水標管理

者に通知するとともに、必要に応じ報道機関の協力を求めて、これを一般に周知する。 

 また、知事が指定した河川について通知をした知事は、避難情報発令の判断に資するため、

関係市町の長にその通知に係る事項を通知する。加えて、関係市町に避難等の判断を支援す

ることを目的に、直接助言（ホットライン）を行う。 

 発表する情報の種類、基本的な発表基準は、次のとおりである。 
種類 発表基準 

氾濫注意情報 

（洪水注意報） 

基準地点の水位が氾濫注意水位（警戒水位）に到達し、更に水位の上昇が見込まれると

き、氾濫注意水位以上でかつ避難判断水位未満の状況が継続しているとき、避難判断水

位に達したが水位の上昇が見込まれないときに発表される。 

ハザードマップによる災害リスクの再確認等、避難に備え自らの避難行動の確認が必要

とされる警戒レベル２に相当。 

氾濫警戒情報 

（洪水警報） 

基準地点の水位が一定時間後に氾濫危険水位（危険水位）に到達することが見込まれる

とき、又は、避難判断水位に到達し、更に水位の上昇が見込まれるとき、氾濫危険情報

を発表中に氾濫危険水位を下回ったとき（避難判断水位を下回った場合を除く）、避難

判断水位を超える状況が継続しているとき（水位の上昇の可能性がなくなった場合を除

く）に発表される。 

高齢者等避難の発令の判断を参考とする。高齢者等は危険な場所から避難が必要とされ

る警戒レベル３に相当。 

氾濫危険情報 

（洪水警報） 

基準地点の水位が氾濫危険水位（危険水位）に到達したとき、又は、氾濫危険水位以上

の状況が継続しているとき、または３時間先までに氾濫する可能性のある水位に到達す

ると見込まれるときに発表される。 

いつ氾濫してもおかしくない状況、避難等の氾濫発生に対する対応を求める段階であ

り、避難指示の発令の判断の参考とする。危険な場所からの避難が必要とされる警戒レ

ベル４に相当。 

氾濫発生情報 

（洪水警報） 

氾濫が発生したとき、氾濫が継続しているときに発表される。 

新たに氾濫が及ぶ区域の住民の避難誘導や救難活動等が必要となる。 

災害がすでに発生している状況であり、命の危険が迫っているため直ちに身の安全を確

保する必要があることを示す警戒レベル５に相当。 

 

（２）福井県と福井地方気象台が共同で行う洪水予報 

 福井県と福井地方気象台は共同して、洪水予報実施要領（資料３）に基づき、次の河川の

洪水予報を行うものとする。 

 ①洪水予報を行う河川名、区域 
河川名 予報 

区域名 

区域 

日野川 日野川中流 南越前町・越前市境から国土交通大臣管理区域上流端まで 

 ②洪水予報の対象となる基準水位観測所及び洪水浸水想定区域 

河川名 予報 

区域名 

観測 

所名 

地先名 水防団 

待機水位 

氾濫 

注意水位 

(警戒水位） 

避難 

判断水位 

(特別警戒水位) 

氾濫 

危険水位 

（危険水位） 

洪水浸水 

想定 

区域 

日野川 日野川 

中流 

糺橋 鯖江市 

糺町 

3.20m 

 

4.20m 4.60m 5.50m 越前市 

福井市 

鯖江市 

南越前町 

 ③洪水予報の発表形式 

 発表形式は、「九頭竜川水系日野川中流の洪水予報実施要領」のとおり。（資料３） 
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 ④洪水予報の伝達経路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※２ これらの機関は防災情報提供システム（インターネット）によるメール配信 

      （各機関が必要な情報を登録）、又は気象庁ホームページより入手する。 

 

県危機管理課 

 

ＮＨＫ福井放送局 

福井地方気象台 

 

一 般 市 民 

共同発表 

丹南土木事務所 
県水防本部 

 

越前市水防本部 

越前市 

水防対策本部 

南越消防組合 

警防本部 

 

 

防災情報提供システム 

（インターネット） 

又は 

気象庁ホームページ 

県警察本部 ※２ 

報道機関  ※２ 

その他   ※２ 

公共交通関係機関 ※２ 

電力関係機関※２ 

日本放送協会 

総務省消防庁 

西日本電信電話(株)又は東日本電信電話(株) 
洪水警報のみとし、一般の利用に適合する洪水警報の通知を持って代える 

報道機関については、上に記載した日本放送協会 
のほか、その他の民間放送局及びラジオ放送局へ、 
別途気象庁システムにより配信している。 

ＮＴＴ五反田センタ 
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4.4 水位周知河川における水位到達情報 

（１）種類及び発表基準 

 知事は、知事が指定した河川について、水位が避難判断水位及び氾濫危険水位（法第１３

条第１項及び第２項に規定される特別警戒水位）に達したとき並びに氾濫が発生したときは、

その旨を当該河川の水位を示して水防管理者及び量水標管理者に通知するとともに、必要に

応じて報道機関の協力を求めて一般に周知させる。 

 また、知事が指定した河川について通知した知事は、避難情報発令の判断に資するため、

から、関係市町の長にその通知に係る事項を通知する。加えて、関係市町に避難等の判断を

支援することを目的に、直接助言（ホットライン）を行う。 
種類 発表基準 

氾濫警戒情報 基準地点の水位が避難判断水位に到達したとき 

氾濫危険情報 基準地点の水位が氾濫危険水位（特別警戒水位）に到達したとき 

氾濫発生情報 氾濫が発生したとき 

 

（２）県が行う水位周知 

 福井県は、水位周知発表基準に基づき、次の河川の水位到達情報の通知を行う。 

 ①水位到達情報の通知を行う河川名、区域 
河川名 区域 

日野川 左岸  

右岸 

鞍谷川 左岸  

右岸 

吉野瀬川 左岸  

右岸 

 

 ②水位到達情報の通知の対象となる基準水位観測所 
河川名 所在地 

（観測所名） 

水防団 

待機水位 

（m）※１ 

氾濫 

注意水位 

（m）※２ 

避難 

判断水位 

（m）※３ 

氾濫 

危険水位 

（m）※４ 

水位到達情報

発表者（土木

事務所長） 

日野川 南越前町鯖波 

（聖橋） 

2.10 2.90 3.00 3.40 丹南土木 

鞍谷川 越前市粟田部 

（粟田部） 

1.30 1.80 1.90 2.50 丹南土木 

吉野瀬川 越前市上太田 

（上太田） 

2.00 2.40 2.50 3.20 丹南土木 

（注） ※１=水防団待機水位（通報水位）、※２=氾濫注意水位（警戒水位） 

    ※３=避難判断水位 

    ※４=氾濫危険水位（特別警戒水位）＝（水防法第１３条で規定される特別警戒水位） 

 ③水位到達情報の通知の発表形式 

  発表形式は、福井県避難判断水位（特別警戒水位）発表様式のとおり（資料４） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

南条郡南越前町聖橋から南越前町・越前市境まで 

 

越前市新鞍谷橋から浅水川合流点まで 

 
越前市岡本橋から日野川合流点まで 
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④水位到達情報の伝達経路 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.5 水防警報 

4.5.1 安全確保の原則 

 水防警報は、洪水によって災害が発生するおそれがあるとき、水防を行う必要がある旨を

警告するものであるが、危険を伴う水防活動にあたっては、従事する者の安全の確保が図ら

れるように配慮されたものでなければならない。 

 そのため、水防警報の発令については、水防活動に従事する者の安全確保に配慮して通知

するものとする。 

 

4.5.2 洪水時の河川に関する水防警報 

（１）水防警報等に対する措置 

 知事は、知事が指定した河川について水防警報を発したときは、関係水防管理者その他水

防に関係のある機関に通知するものとする。 

（２）県が行う水防警報 

 福井県は法第１６条の規定により水防警報を発令する。 

○水防警報の種類 
種類 発表時期 内容 

準備 気象予報及び上流雨量により増水のおそれがあると認めた 

とき、又は対象水位観測所の水位が水防団待機水位（通報 

水位）に達し、なお増水のおそれがあるときに発表する。 

水防資材の点検、水門等の開閉準 

備、水防要員の召集準備をする。 

出動 対象水位観測所の水位が氾濫注意水位（警戒水位）に達し、な

お増水のおそれがあるとき、又は上流の雨量ならび 

に水位により危険が予想されるときに発表する。 

水防活動に出動する。 

解除 対象水位観測所の水位が水防団待機水位（通報水位）以下に 

なり、水防作業を必要としなくなったときに発表する。 

水防活動を終了する。 

（注）ただし、「準備」は省略することがある。 

河川堤防管理者 
水閘門・用水等管理者 
その他関係機関 
 

一 般 市 民 

県危機管理課 

県警本部 

報道機関 一般市民 

丹南土木事務所 

越前市水防本部 

南越消防組合 

警防本部 

越前市 

水防対策本部 

鉄道関係機関 

福井地方気象台    

広野・桝谷ダム統合管理事務所 

県水防本部 

新潟地方気象台 
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①水防警報を行う河川名、区域 
河川名 区域 

日野川 左岸 南条郡南越前町聖橋から下流国土交通大臣管理区域まで 

右岸 

鞍谷川 左岸 越前市新鞍谷橋から浅水川合流点まで 

右岸 

吉野瀬川 左岸 越前市岡本橋から日野川合流点まで 

右岸 

 

②水防警報の対象となる基準水位観測所 
河川名 所在地 

（観測所名） 

水防団 

待機水位 

（m）※１ 

氾濫 

注意水位 

（m）※２ 

避難 

判断水位 

（m） 

氾濫 

危険水位 

（m） 

水防警報 

発表者 

（土木事務所長） 

日野川 越前市中平吹 

（中平吹） 

2.50 3.50 － 4.00 丹南土木 

吉野瀬川 越前市上太田 

（上太田） 

2.00 2.40 2.50 3.20 丹南土木 

鞍谷川 越前市粟田部 

（粟田部） 

1.30 1.80 1.90 2.50 丹南土木 

 

（注）※１＝水防団待機水位（通報水位）、※２＝氾濫注意水位（警戒水位） 

    

 

 

③水防警報の発表形式 

発表形式は、福井県水防警報発表様式のとおり。（資料５） 
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④水防警報の伝達経路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 雨量・水位等の観測及び通報 

5.1 雨量の観測及び入手 

（１）雨量観測所 

市内の雨量観測所は、国土交通省管理の雨量観測所が１箇所、気象庁管理の雨量観測所が

１箇所、県管理の雨量観測所が５箇所ある。詳細は、資料６のとおりである。 

（２）雨量情報の入手 

市は常に的確な気象状況を把握するとともに、管内雨量について福井県河川砂防総合情報

システム等により情報を速やかに入手する。 

 

5.2 水位の観測及び公表 

（１）水位観測所及び映像監視所 

市内の水位観測所は、県管理の水位観測所が７箇所ある。また、市内の河川の映像監視所

は、県管理の映像監視所が５か所ある。詳細は、資料７・８のとおりである。 

（２）水位の監視 

水防管理者又は量水標管理者は気象状況等により、出水のおそれを察知したときは、水防

団待機水位（通報水位）に達した時後の水位変動等を監視する。 

（３）水位の報告 

丹南土木事務所長等は水位情報について福井県河川砂防総合情報システム等により管内の

水位情報を速やかに入手すること。福井県河川砂防総合情報システムが故障のときは、水位

観測所一覧福井県の観測所について、電話又は県防災行政無線（FAX を含む）を使って、（４）

のとおり報告を行う。 

（４）福井県河川砂防総合情報システムが故障のときの報告内容 

①水防団待機水位（通報水位）に達した時より始め、この水位以下に下まわるまでの間、

毎時 

河川堤防管理者 
水閘門・用水等管理者 
その他関係機関 
 

一 般 市 民 

福井地方気象台 

広野・桝谷ダム統合管理事務所 

県危機管理課 

鉄道関係機関 

県警本部 県水防本部 

福井河川国道事務所 

丹南土木事務所 

越前市水防本部 

南越消防組合 

警防本部 

越前市 

水防対策本部 

新潟地方気象台 
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②氾濫注意水位（警戒水位）に達した時間 

③氾濫危険水位（特別警戒水位）に達した時間 

④最高水位 

⑤氾濫注意水位（警戒水位）を下回った時間 

⑥水防団待機水位（通報水位）を下回った時間 

（５）水位の公表 

 福井県の管理する水位観測所の水位及び映像監視所の画像については、インターネットや

地上デジタル放送により公表する。 

（６）欠測時の措置 

 ①福井県の管理する水位観測所において欠測が生じ、水位の通報及び公表ができない状況

であることが判明した場合は、速やかに欠測等の原因を究明し早期の復旧に努めるとと

もに、その状況を関係機関等に速やかに周知する。 

 ②欠測等により水位の通報及び公表ができない観測所を代替する観測所がある場合は、合

わせて関係機関等に周知する。 

 

5.3 水位、雨量、潮位情報等の通報 

（１）水位、雨量の速報 

水位、雨量、その他水防のための緊急通信は、各通信網の利用により速報に努めること。 

（２）情報の相互提供 

福井県及び福井地方気象台、福井河川国道事務所、警察本部、電力会社等に集められた水

位、流量、雨量、最大風速等の資料で必要なものについては、相互に提供しあうものとする。 

（３）下流及び近隣市町への連絡 

同一河川沿いの水防管理団体は、出水の際、自己の管轄内の量水標水位が水防団待機水位

（通報水位）に達し、さらに上昇すると予想される場合、直ちに直下流及び影響が及ぶと思

われる近隣水防管理団体にその水位を通報するものとする。氾濫注意水位（警戒水位）に達

した時及び、水防団待機水位（通報水位）以下に低下したときも同様とする。 
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第６章 気象予報等の情報収集 

 気象予報、雨量、河川の水位等について、以下のウェブサイトでＰＣやスマートフォン、

携帯電話から確認することができる。 

（１）気象情報 

気象庁 

・福井県の防災情報 

https://www.jma.go.jp/bosai/#area_type=offices&area_code=180000&pattern=default 
・雨雲の動き（ナウキャスト(雨雲の動き・雷・竜巻) 

https://www.jma.go.jp/bosai/nowc/#zoom:7/lat:35.263562/lon:136.702881/colordepth:n

ormal/elements:hrpns  

・洪水警報の危険度分布 

https://www.jma.go.jp/bousai/rink/#elements:flood/zoom:7/lat:35.263562/lon:136.697

388/colordepth:normal 

・大雨警報（浸水害）の危険度分布 

https://www.jma.go.jp/bousai/rink/#elements:inund/zoom:7/lat:35.263562/lon:136.697

388/colordepth:normal  

・大雨警報（土砂災害）の危険度分布 

https://www.jma.go.jp/bousai/rink/#elements:land/zoom:7/lat:35.263562/lon:136.6973

88/colordepth:normal  

福井地方気象台 

https://www.date.jma.go.jp/fukui/ index.html 

（２）雨量・河川水位 

国土交通省 

・川の防災情報 

【PC版】https://www.river.go.jp/portal 

【スマートフォン版】http://river.go.jp 

【携帯版】http://i.river.go.jp/ 

・川の水位情報 （一財）河川情報センター 

（簡易型河川監視カメラ、危機管理型水位計） 

https://k.river.go.jp 

 
福井県 

・福井県防災ネット 

 https://www.bousai.pref.fukui.lg.jp/dis_portal/index.html 

・福井県河川砂防総合情報システム（土砂災害情報システムを含む） 

【PC版】https://sabo.pref.fukui.lg.jp 

・i-ameメール（福井県河川・砂防総合情報メール） 

【携帯版】http://i-ame.ame.pref.fukui.lg.jp/ 

ＮＨＫ 

・ＮＨＫ地上デジタル放送 
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第７章 ダム・水門等の操作 

7.1 ダム・水門等の施設 

 ダム・水門・閘門等の管理者は、常に当該施設が十分その機能を発揮できるよう努めると

ともに、水防活動時においては、適正な操作を行い、水害の軽減、防止に努めるものとする。 

 ダム・水門・閘門等の管理者は、気象情報・注意報等及び洪水予報・水防警報が発表され

たとき、又は雨量、水位、流量等の気象状況を考慮し、洪水時又は洪水のおそれがあると認

めたときは、各施設の操作規則に基づき、的確な操作（治水協定に基づく事前放流を含む）

を行うものとする。 

 

7.2 操作の連絡 

ダム、水門、閘門、溜池等の管理者（操作担当者を含む）は、各施設の操作規則に基づき、

放流等の情報を直ちに管轄土木事務所、下流地域の水防管理団体等に迅速に連絡をとること。 

「異常洪水時防災操作」はダム操作の状況に関する表現として引き続き使用するが、緊急

時に呼びかける際には、ワンフレーズでその意味が受け手に理解されるよう、関係機関への

通知等において「緊急放流」を使用する。緊急時とは、異常洪水時防災操作に移行する可能

性があるとき（実施するときを含む）であり、関係機関への通知・情報提供をはじめ、関係

自治体へのホットライン、報道発表・記者会見などの場面を想定。 

 

7.3 連絡系統 

 連絡系統図に従って連絡し、やむを得ない理由により、この系統によりがたい場合はあら

ゆる手段を尽くして迅速確実に連絡する。 

（１）連絡系統 

広野ダム及び桝谷ダム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JR、福井鉄道 
その他関係機関 

越前市水防対策本部 

南越消防組合警防本部 

丹南土木事務所 
河川堤防管理者 
水閘門・用水等管理者 
その他関係機関 
 

一 般 市 民 

県水防本部 

越前警察署 

広野・桝谷ダム 
統合管理事務所 
 

福井河川国道事務所 
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第８章 通信連絡 

8.1 通信連絡系統 

 水防時に必要な連絡用の電話、無線電話の通信系統は以下のとおりとする。 

 住民への主たる通信連絡表は、同報無線屋外スピーカー、同報無線戸別受信機、報道機関、

水防信号、市ホームページ、防災情報メール等とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井地方気象台 

0776-24-0009 
（無 452-2） 

県水防本部（県砂防防災課） 

0776-20-0482 
（無 61-3395） 

広野・桝谷ダム 
統合管理事務所 
45-1122 

（無 86-311） 

監視所 

45-0316 
（無 86-420） 

国土交通省 

近畿地方整備局 
福井河川国道事務所 

0776-35-2661 

丹南土木事務所  23-4966 
 (無 75-5360) 23-4536 

越 前 市 水 防 本 部 

南越消防組合 
警防本部 

21-8888 
21-0119 
（無 75-236） 

越前市 
水防対策本部 
22-3081 
（無 75-231） 

一 般 市 民 

越前警察署 

24-0110 

今立警察署 

43-0110 

松ヶ鼻土地改良区 

22-2538 

日野土地改良区 

24-5615 

越前たけふ農協 

    22-3310 

福井丹南農協 

    51-8000 

県危機管理課 

0776-20-0308 
（無 61-2172） 
 

報道機関 消防団員 大隊本部 

（消防署） 
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8.2 災害時優先通信の取扱い 

 災害時により電話が混み合った場合には、発信規制や接続規制といった通信規制（大規模

災害時は約９０％以上の制限が行われることがある）が行われるため、通常の電話は被災地

からの発信や被災地への接続が困難となる。これを回避するため、水防上緊急を要する場合、

水防関係機関は、法第２７条第２項及び電気通信事業法（昭和５９年法律第８６号）第８条

第１項に基づき、災害時優先通信を利用することができる。 

 利用にあたっては、電気通信事業者へ事前の申し込みが必要となるため、必要な電話回線

をあらかじめ登録しておくとともに、どの電話機が災害時優先通信を利用できるのかをわか

るようにしておく。 

 

8.3 その他の通信施設の使用 

 その他一般加入電話による通信不能又は特に緊急を要する場合は、専用電話、無線等の通

信施設を有する機関の施設を使用することができる。 
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第９章 水防施設及び輸送 

9.1 水防倉庫及び水防資器材 

 ①市内の水防倉庫及び備蓄資器材は、資料９のとおりである。 

 ②水防管理者は、備蓄資器材では不足するような緊急事態に際して、福井県の備蓄資器材

を丹南土木事務所長の承認を受けて使用することができる。なお、丹南土木事務所長は、予

備鍵の貸与等をあらかじめ水防管理者と協議して、緊急時に迅速な対応ができるように努め

るものとする。 

 ③水防管理者は、資材の確保のため重要水防区域近在の竹、立木、木材等を調査するとと

もに、資材確保のため業者とあらかじめ協議しておき、緊急時に調達しうる数量を確認して、

その補給に備えなければならない。また備蓄資器材が使用又は損傷により不足を生じた場合

は、直ちに補充しておくものとする。 

 

9.2 輸送の確保 

 ①水防管理者は非常の際、資器材、作業員その他の輸送を確保するため、市内の重要水防

区域においてあらゆる状況を推定して万全の措置を講じておくこと。 

 ②資器材、作業員その他の輸送は、市所有自動車、消防車及び借り上げ自動車等をもって

充てるものとする。 
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第１０章 水防活動 

10.1 水防配備 

（１）市水防本部の非常配備 

 ①市は、水防活動の利用に適合する予報及び警報等の発表があり洪水のおそれがあると認

められるときから、その危険が解消されるまでの間は非常配備により水防事務を処理するも

のとする。ただし、配備職員の安全確保を図らなくてはならない。 

 なお、水防本部を設けずに水防活動する場合においても、この配備体制に準じて行うもの 

とする。 
配備区分 配備の時期 配備体制 

準備体制 
大雨、洪水等のいずれかの注意報が市内

に発表された場合 

対策班の必要な要員を自宅待機させ、注意体制

に移行できる体制とする。 

注意体制 

①大雨、洪水等のいずれかの注意報が発

表され、さらに警報に切り替わると予想

される場合 

②基準点の水位が水防団待機水位（通報

水位）を上回り、さらに上昇するおそれが

ある場合 

対策班の必要な要員を待機させ、警戒体制に移

行できる体制とする。 

警戒体制 

①大雨、洪水等のいずれかの警報が発表

された場合 

②基準点の水位が避難判断水位に達した

場合、または、氾濫注意水位（警戒水位）

を上回り、さらに上昇するおそれがある

場合 

必要な準備、点検の開始状況の把握と連絡活動

を活発に行い、活動体制に移行できる体制とす

る。 

活動体制 

①基準点の水位が氾濫危険水位（特別警

戒水位）に達した場合、または、避難判断

水位を上回り、さらに上昇するおそれが

ある場合 

②土砂災害警戒情報を発表した場合、ま

たは、土砂災害警戒情報を発表する可能

性が高まった場合 

③記録的短時間大雨情報が発表された場

合 

④大規模な災害が発生し、または発生す

るおそれがある場合 

⑤広範囲にわたる災害が発生し、または

発生するおそれがある場合 

対策班員の必要人員をもってあたり、事態の発

生により速やかに水防活動を遂行できる体制

とし、事態の推移によっては、非常体制に移行

し直ちに活動できる体制とする。 

非常体制 

①大規模かつ広範囲にわたる災害が発生

し、または発生するおそれがある場合 

②特別警報が市内に発表された場合 

水防本部全体が活動し、全機能を発揮する体制

とする。 

 ②市長は、災害の状況により前項の体制で対応できないと判断した場合には、「災害対策基

本法」（昭和３６年法律第２３３号）第２３条の規定による災害対策本部の設置を検討する。 

（２）消防団の非常配備 

 ①消防団の管轄地域等 

  各消防団の管轄地域及び出場人員は別表２、３に定める。 

 ②消防団の非常配備 

水防管理者は、水防警報が発せられたとき、水位が氾濫注意水位（警戒水位）に達した

とき、その他水防上必要があると認められるときは、消防機関を出場させ、又は出場の準備

をさせるものとする。 
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配備区分 配備基準 配備内容 

待機 

水防に関係のある気象の予報、注

意報及び警報が発表されたとき 

消防団員は自宅等に待機するなど、次の段階に移行で

きる体制を整える。 

準備 

河川の水位が氾濫注意水位（警戒

水位）に達してなお上昇のおそれ

があり、河川災害等の発生が予測

されるとき 

災害発生が予想される場合には、正副団長に連絡する

と共に、管轄分団長に消防団員を分団詰所に集合させ、

資器材の点検及び分団管轄内の河川等の巡回警戒を要

請する。 

出場 
河川の水位がなお上昇し、水防活

動の必要があるとき 

状況に応じた水防工法等の活動を実施する 

解除 水防管理者が解除の指令をしたとき 

 

10.2 巡視及び警戒 

（１）平常時 

 水防管理者、消防機関の長（以下この章において「水防管理者等」という。）は、随時区域

内の河川等を巡視し、水防上危険であると認められる箇所があるときは、直ちに当該河川等

の管理者（以下「河川等の管理者」という。）に連絡して必要な措置を求めるものとする。 

 上記に係る通知を受けた河川等の管理者は、必要な措置を行うとともに、措置状況を水防

管理者に通知するものとする。 

 河川等の管理者が自ら行う巡視等において水防上危険であると認められる箇所を発見した

場合は、必要な措置を行うとともに、措置状況を水防管理者に通知するものとする。 

 水防管理者等が、出水期前や洪水経過後、重要水防箇所又は洪水箇所、その他必要と認め

る箇所の巡視を行う場合には、必要に応じて河川の管理者に立会又は共同で行うことを求め

ることができるものとする。この際、水防活動に従事する者等が立会又は共同で行うことが

望ましい。 

（２）出水時 

 水防管理者等は、福井県から水防警報等を通知されたときは、河川等の監視及び警戒をさ

らに厳重にし、資料２に定める重要水防箇所を中心として巡視するものとする。また、次の

状態に注意し、異常を発見したときは直ちに水防作業を実施するとともに丹南土木事務所長

及び河川等の管理者に報告し、丹南土木事務所長は福井県水防本部長に報告するものとする。

ただし、堤防、ダムその他の施設が決壊したとき、又は越水・溢水若しくは異常な漏水を発

見したときは、10.7に定める決壊・漏水等の通報及びその後の処置を講じなければならない。 

①堤防から水があふれるおそれのある箇所の水位の上昇 

②堤防の上端の亀裂又は沈下 

③川側堤防斜面で水当りの強い場所の亀裂又は欠け崩れ 

④居住地側堤防斜面の漏水又は飽水による亀裂及び欠け崩れ 

⑤水門の両軸又は底部よりの漏水と扉の締まり具合 

⑥橋梁その他の構造物と堤防との取り付け部分の異状 

 

10.3 水防作業 

（１）工法の選定及び習熟 

 水防作業を必要とする異常事態が発生したときは、被害を未然に防止し、又は被害の拡大

を防ぐため、堤防の構造、流速、護岸、浸水域及び水防工法に使用する材料等を考慮して最

も適切な工法を選択し実施するものとする。当初施行の工法で効果が認められないときは、

これに代わるべき工法を次々と行い、被災防止に努めること。 

 また、水防管理者は、平常時から水防実施関係者に水防工法等を習熟させ、災害時におい
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ても最も適切な作業が即時に実施できるよう努めなければならない。 

（２）水防活動に従事する者の安全確保 

 水防作業を実施する際、水防活動に従事する者は自身の安全を確保できる場所までの避難

完了に要する時間等を考慮して、水防活動に従事する者が自身の安全確保ができないと判断

したときには、自身の避難を優先する。 

 

10.4 緊急通行 

（１）緊急通行 

 水防のため緊急の必要がある場所に赴くときは、水防団長、水防団員および消防機関に属

する者並びに水防管理者から委任を受けた者は一般交通の用に供しない通路又は公共の用に

供しない空地及び水面を通行することができる。 

（２）損失補償 

 水防管理団体は、緊急通行の権限を行使することにより損失を受けた者に対し、時価によ

りその損失を補償するものとする。 

 

10.5 警戒区域の指定 

 水防上緊急の必要がある場所においては、消防機関に属する者は警戒区域を設定し、水防

関係者以外の者に対して、その区域への立ち入りを禁止し、若しくは制限し、又はその区域

からの退去を命ずることができるものとする。 

 また、消防機関に属する者がいないとき、又はこれらの者の要求があったときは、警察官

は、消防機関に属する者の職権を行うことができるものとする。(法第２１条) 

 

10.6 避難のための立退き 

 ①洪水等により著しい危険が切迫していると認められるときは、水防管理者は、必要と認

める区域の居住者、滞在者その他の者に対し、テレビ、ラジオ、信号あるいは広報網その

他の方法により避難のため立ち退くべきことを指示することができる。 

  水防管理者が指示をする場合においては、当該区域を管轄する警察署長にその旨を通知

するものとする。 

 ②水防管理者は、避難のための立ち退きを指示した場合は、その状況を丹南土木事務所長

に速やかに報告するものとする。 

 ③水防管理者は、警察署長と協議の上、あらかじめ危険が予想される区域について、避難

計画を作成し、避難場所、避難経路その他必要な事項を定め、一般に周知しておくもの

とする。 

 

10.7 決壊・越水等の通報及びその後の措置 

（１）決壊・越水等の通報 

 水防に際し、堤防、ダムその他の施設が決壊したとき、又は越水・溢水若しくは異常な漏

水が発生したときは、水防管理者、消防機関の長又は消防団長は、直ちに関係者（関係機関・

団体）に通報するものとする。 

 通報を受けた河川管理者は水防上危険であるかどうか確認を行い、危険が認められる場合

には市町の長に避難情報等の発令に資する事象として情報提供をするものとする。 

（２）決壊・漏水等の通報系統 

決壊・漏水等の通報系統は、次のとおり。 
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（３）決壊等後の措置 

 堤防その他の施設が決壊したとき、又は越水、溢水若しくは漏水が発生したときにおいて

も、水防管理者及び消防機関の長は、できる限り氾濫による被害が拡大しないよう努めるも

のとする。 

 

10.7 水防配備の解除 

（１）市の配備体制の解除 

 水防管理者は、水防警報河川の水位が水防団待機水位以下に低下し、かつ危険がなくなっ

たとき、かつ水防警報が解除されたとき等、自らの区域内の水防活動の必要がなくなったと

認めたときは、水防の配備体制を解除し、これを一般に周知するとともに関係機関に通知す

るものとする。 

 なお、配備体制を解除したときは、丹南土木事務所長を通じ知事に報告するものとする。 

（２）消防団の配備体制の解除 

 消防団の配備体制の解除は、水位が低下して水防活動の必要がなくなり、水防管理者が配

備解除の指令をしたときとする。それまでは、消防団員は自らの判断等により勝手に部署を

離れてはならない。 

 解除後は、人員、資器材及び作業箇所を点検し、その概要を直ちに報告する。また、使用

した資器材は、手入れして所定の位置に戻すものとする。 

  

水防管理者 
消防機関の長 
消防団長 

隣接水防管理者 

丹南土木事務所 

警察官駐在所 

一般住民 

県水防本部 

福井河川国道事務所 

越前警察署 
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第１１章 水防信号、水防標識等 

11.1 水防信号 

 水防に用いる信号は、次のとおりとする。 

第１信号 氾濫注意水位（警戒水位）に達したことを知らせるもの 

第２信号 消防団員及び消防機関に属する者の全員が出場すべきことを知らせるもの 

第３信号 必要と認める区域内の居住者に避難のため立ち退くべきことを知らせるもの 
 警鐘信号 サイレン信号 

第１ 

信号 

○－休－○－休－○－休－○ 

一点ずつ 

なし 

第２ 

信号 

○－○－○ ○－○－○ ○－○－○ 

三点連打 

〇－休止 〇─休止 〇─休止 

5秒 6秒 5秒 6秒 5秒 6秒 

第３ 

信号 

○－○－○－○ ○－○－○－○ 

乱打 

〇－休止 〇─休止 〇─休止 

3秒 2秒  3秒 2秒  3秒 2秒 

備考 備考１ 信号は適宜の時間継続すること｡ 

２ 必要があれば警鐘信号及びサイレン信号を併用することを妨げないこと。 

３ 危険が去ったときは、口頭伝達により周知させるものとする。 

 

11.2 水防標識 

 水防作業を性格、迅速、かつ規則正しい団体行動をとらせるため、次の標識を定める。 

（１）水防員の標識 

左腕に、腕章を付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）屯所の標識 

昼間は標旗Aを掲げ、夜は「標灯」を掲げる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）水防用自動車として使用する車は、あらかじめ所轄警察署長の許可を受けた次の標識

を掲げるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

       １７ｃｍ 
 
 
１０ｃｍ               

水   防 
 

越 前 市 

生 地 白地 
文 字 赤色 

       ９０ｃｍ 
 
 
６０ｃｍ               

水   防 
 

越 前 市 

生 地 白地 
水防文字 
 赤緑取線 ６ｍｍ 
 太さ  ３０ｍｍ 

       ４８ｃｍ 
 
 
３０ｃｍ               

生 地 淡青色 
水防文字 
 中赤線  ５ｍｍ 
 白緑取線 ３ｍｍ 
 太さ  １１ｍｍ 

水防 
 

越前市 
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第１２章 協力及び応援 

12.1 河川管理者の協力 

 河川管理者は、自らの業務等に照らし可能な範囲で、水防管理団体が行う水防のための活

動への協力及び水防管理者等が行う浸水被害軽減地区の指定に係る援助を行う。 

<河川管理者の協力が必要な事項> 

（１）水防管理団体に対して、河川に関する情報（水位、河川管理施設の操作状況に関する

情報、映像監視所）の提供 

（２）水防管理団体に対して、氾濫（決壊又は溢流）想定地点ごとの氾濫水到達市町の事前

提示、及び水防管理者等から異常な漏水等についての通報を受けた場合には通報すべ

き関係者（関係機関・団体）の提示 

（３）堤防又はダムが決壊したとき又は越水・溢水若しくは異常な漏水が発生したとき（氾

濫発生情報を発表する場合を除く。）、河川管理者による関係者及び一般への周知（伝

達方法については、堤防は資料３、ダムは本文7.3（１）のとおり） 

（４）重要水防箇所の合同点検の実施 

（５）水防管理団体が行う水防訓練及び水防技術講習会への参加 

（６）水防管理団体の備蓄資器材で不足するような緊急事態に際して、河川管理者の応急復

旧資器材又は備蓄資器材の提供 

（７）水防管理団体の人材で不足するような緊急事態に際して、水防に関する情報又は資料

を収集し及び提供するための職員の派遣 

<河川管理者の援助が必要な事項> 

（１） 水防管理者に対して、過去の浸水情報や周辺の地形情報等に鑑み浸水被害の軽減に有

用な盛土構造物等の情報を提供 

（２） 水防管理者に対して、指定しようとする浸水被害軽減地区の有用性について、過去の

浸水情報や河道の特性等に鑑みた助言 

（３） 市長に対して、過去の浸水情報の提供や、市町村長が把握した浸水実績等を水害リス

ク情報として周知することの妥当性について助言 

（４） 水防管理団体が行う浸水被害軽減地区の指定に必要な援助を行う際に、河川協力団体

に必要な協力を要請 

 

12.2 水防管理団体相互の応援及び相互協定 

 水防のため緊急の必要があるときは、水防管理者は、他の水防管理者又は市町長若しくは

消防長に対して応援を求めることができる。 

 他の市町長又は消防長から応援を求められた場合は、自らの水防に支障がない限りその求

めに応じるものとする。 

応援のため派遣された者は、水防について応援を求めた水防管理者の所轄の下に行動する

ものとする。 

 水防管理者は応援が円滑、迅速に行われるよう、あらかじめ隣接の水防管理者等と情報共

有体制等について相互に協定しておくものとする。 

 

12.3 警察官の援助要求 

 水防管理者は、水防のため必要があると認めるときは、越前警察署長に対して、警察官の

出動を求めることができる。（法第２２条） 

その方法等については、あらかじめ越前警察署長と協議しておくものとする。 

 

12.4 自衛隊の派遣要請 

 水防管理者は、災害に際し、自らの能力で処理することが困難な事態が予想されるときは、

越前市地域防災計画に定めるところにより、知事に自衛隊の災害派遣の要請を要求すること
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ができる。派遣要請の要求に当たっては次の事項を明らかにするものとする。 

①災害の状況及び派遣要請を要求する事由 

②派遣を希望する期間 

③派遣を希望する区域及び活動内容 

④派遣部隊が展開できる場所 

⑤派遣部隊との連絡方法、その他参考となるべき事項 

  なお、知事に自衛隊の災害派遣の要請を要求することができない場合には、水防管理者

が直接、自衛隊等に派遣を要請する旨の通知等を行うことになるため、事前に通知先とな

る自衛隊の関係部局と調整を行うものとする。 

 

 

 

 

12.5 国土交通省緊急災害対策派遣隊の支援 

 国土交通省は、大規模自然災害が発生し、又は発生するおそれがある場合において、被災

地方公共団体等が行う災害応急対策に対する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施するため、

緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）を被災地方公共団体等に派遣することができる。 
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第１３章 費用負担と公用負担 

13.1 費用負担 

（１）費用負担（法第４１条） 

 本市の水防に要する費用は、法第４１条により本市が負担するものとする。 

ただし、他の水防管理団体の応援のために要した費用は、当該応援を求めた水防管理団体が

負担するものとし、負担する費用の額及び負担の方法は、応援を求めた水防管理団体と応援

を求められた水防管理団体が協議して定めるものとする。 

（２）利益を受ける市町の費用負担（法第４２条） 

 水防管理団体の水防によって、当該水防管理団体の区域以外の市町が著しく利益を受ける

ときは、当該水防に要する費用の一部は、当該水防により著しく利益を受ける市町が負担す

るものとする。 

 負担する費用の額及び負担の方法は、当該水防を行う水防管理団体と当該水防により著し

く利益を受ける市町とが協議して定めるものとする。 

 当該協議が成立しないときは、水防管理団体は知事にあっせんを申請することができる。 

（３）国の費用負担 

 国土交通大臣が行う特定緊急水防活動に要する費用は国の負担とする。 

 

13.2 公用負担 

（１）公用負担 

 水防のため緊急の必要があるときは、市長又は消防機関の長は水防の現場において次の権

限を行使することができる。 

①必要な土地の一時使用 

②土石、竹木、その他資材の使用若しくは収用 

③車両その他の運搬用機器の使用 

④排水用機器の使用 

⑤工作物、その他の障害物の処分 

 また、水防管理者から委任を受けた者は上記①から④（②における収用を除く。）の権限を

行使することができる。 

（２）公用負担権限委任証 

公用負担を命ずる権限を行使する者は、水防管理者又は消防機関の長にあっては、その身

分を示す証明書を、水防管理者から委任を受けた者は、水防管理者より交付される公用負担

権限委任証を携行し、必要がある場合は、これを提示しなければならない。 

なお、水防管理者から委任を受けた民間事業者等にあっては、12.6に規定する水防活動委

任証をもって公用負担権限委任証に代えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
              公用負担権限委任証明書 
                   職 
                   氏名 
 
 上記の者に       地域における水防法第２８条第１項の権限行使を委任した

ことを証明する。 
    年  月  日 
 
             水防管理者又は消防機関の長  氏名       印 
 



35 
 

 

（３）公用負担命令書 

公用負担を命ずる権限を行使する者は、以下の公用負担命令書を２通作成し、その１通を

目的物の所有者、管理者又はこれに準ずる者に交付するものとする。 

緊急やむを得ない場合は、公用負担の内容を所有者等に通知することによって行うことが

できる。ただしこの場合においては、後日に、同じ内容の命令書を手渡すことを原則とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）損失補償 

本市は、公用負担の権限を行使することにより損失を受けた者に対し、時価によりその損

失を補償するものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第  号 
              公用負担命令書 
 
    負担者 住所 
        氏名 
 
種 類 数 量 負担内容（使用・収用・処分等） 期 間 適 用 
     

    年  月  日 
           水防管理者又は消防機関の長 氏 名         
           事務取扱者          氏 名 
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第１４章 水防報告等 

14.1 水防記録 

水防作業員が出動したときは、水防管理者は、次の記録を作成し、保管するものとする。 

1. 天候の状況並びに警戒中の水位観測表 

2. 水防活動をした河川名、海岸名及びその箇所 

3. 警戒出動及び解除命令の時刻 

4. 消防機関に属する者の出場時刻及び人員 

5. 水防作業の状況 

6. 堤防、その他の施設の異常の有無及びこれに対する処置とその効果 

7. 使用資材の種類及び数量並びに消耗数及び員数 

8. 水防法第２８条の規定による公用負担下命の器具、資材の種類、数量及び使用場所 

9.応援の状況 

10.居住者出動の状況 

11.警察関係の援助の状況 

12.現場指導の官公署氏名 

13.立退きの状況及びそれを指示した理由 

14.水防関係者の死傷 

15.殊勲者及びその功績 

16. 堤防その他の施設等の異常の有無及び緊急工事を要するものが生じたときはその場所及

び損傷状況 

17.今後の水防について考慮を要する点、その他の所見 

 

14.2 水防報告 

水防管理者は、水防活動が終結したときは、その状況を資料１０、１１の様式により、水防

活動実施以後２日以内に、丹南土木事務所長を経由して福井県水防本部長に報告するものと

する。 
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第１５章 水防訓練 

15.1 水防訓練 

市は、隔年でなるべく出水期前に、消防機関及び関係機関を含めた水防訓練を実施し、水

防技術の向上を図るものとする。 

 

15.2 水防訓練の項目 

水防作業は、暴風雨の中、しかも夜間に行うことが多いことから次の項目等について充分

訓練を行うものとする。 

①観測 （水位、雨量、風速） 

②通報 （無線、電話） 

③動員 （消防団、住民） 

④輸送 （資材、器材、人員） 

⑤広報 （各種水防広報） 

⑥排・取水門、角落し等の開閉操作 

⑦水防信号 

⑧避難、立ち退き（危険区域居住者の避難） 

訓練の実施については、最も効果のある時期を選び行うものとし、丹南土木事務所と連携

して行うものとする。 
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第１６章 洪水浸水想定区域等における円滑かつ迅速な避難を確保するための措置 

16.1 洪水浸水想定区域の指定状況 

国土交通大臣及び県知事は、河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域を洪水浸水想定

区域として指定し、指定の区域及び浸水した場合に想定される水深を公表する。 

現在、本市に関係する洪水浸水想定区域図および水害リスク図は次のとおりであり、県が

河川管理を行う。 

水系名 河川名 洪水浸水想定区域 

想定最大規模 

洪水浸水想定区域 

計画規模 

九頭竜川 日野川(中流) https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/003
hino_saidai.pdf 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/003
hino_keikaku.pdf 
 

浅水川 https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/013
asouzu_saidai.pdf 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/013
asouzu_keikaku.pdf 
 

鞍谷川（下流） https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/014
kuratani_saidai.pdf 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/014
kuratani_keikaku.pdf 
 

鞍谷川（上流） https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/2k
uratani_saidai.pdf 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/2k
uratani_keikaku.pdf 

服部川 https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/05h
attori_saidai.pdf 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/05h
attori_keikaku.pdf 

河和田川 https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/3ka
wada_saidai.pdf 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/3ka
wada_keikaku.pdf 

水間川 https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/04
mizuma_saidai.pdf 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/04
mizuma_keikaku.pdf 

月尾川 https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/07t
ukio_saidai.pdf 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/07t
ukio_keikaku.pdf 

穴田川 https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/08a
nada_saidai.pdf 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/08a
nada_keikaku.pdf 

天王川（上流） https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/6te
nnou_saidai.pdf 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/6te
nnou_keikaku.pdf 

吉野瀬川（下流） https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/26y
osinose_saidai.pdf 
 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/26y
osinose_keikaku.pdf 
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吉野瀬川（上流） 
 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/09y
osinose_saidai.pdf 
 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/09y
osinose_keikaku.pdf 
 

河濯川 
 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/10k
awaso_saidai.pdf 
 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/10k
awaso_keikaku.pdf 
 

大塩谷川 
 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/11o
osiodani_saidai.pdf 
 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/11o
osiodani_keikaku.pdf 
 

 

清水川 
 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/12s
imizu_saidai.pdf 
 

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/k
asen/sinsuisouteitannan_d/fil/12s
imizu_keikaku.pdf 
 

 

16.2 洪水浸水想定区域における円滑かつ迅速な避難の確保及び浸水の防止のための措置 

洪水予報河川及び水位周知河川について、洪水浸水想定区域の指定があったときは、市地

域防災計画において、次に掲げる事項について定めることとなっている。 

①洪水予報、水位到達情報、その他人的災害を生ずるおそれがある洪水、内水又は高潮に関

する情報の伝達方法 

②避難場所その他洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な事項 

③洪水浸水想定区域内に次に掲げる施設がある場合にあっては、これらの施設の名称及び所

在地 

イ 要配慮者利用施設（社会福祉施設、学校、医療施設その他の主として高齢者、障害者、乳

幼児その他の特に防災上の配慮を要する者が利用する施設）でその利用者の洪水時の円滑か

つ迅速な避難を確保する必要があると認められるもの 

ロ 大規模な工場その他の施設（イに掲げるものを除く。）であって国土交通省令で定める基

準の用途及び規模（工場、作業場又は倉庫であって、延べ面積が１０，０００㎡以上）に該

当するもの（大規模工場等）でその洪水時の浸水の防止を図る必要があると認められるもの

（所有者又は管理者からの申出があった施設に限る） 

 

16.3 洪水ハザードマップ 

 本市では、洪水浸水想定区域の指定に基づき、洪水予報の伝達方法、避難場所等円滑かつ

迅速な避難の確保を図るため、洪水ハザードマップを作成し、印刷物を各世帯に配布してい

る。 

 また、洪水ハザードマップに記載した事項を、市のホームページに掲載し、住民、滞在者

その他の者が提供を受けることができる状態にしている。 この洪水ハザードマップを有効活

用して、平常時からの防災意識の向上と自主的な避難の心構えを養い、水災時には住民の円

滑かつ迅速な避難の確保を図る。 

 

16.4 予想される水災の危険の周知等 

 市長は、洪水予報河川及び水位周知河川以外の河川のうち、洪水時の円滑かつ迅速な避難

を確保することが特に必要と認める河川について、過去の降雨により当該河川が氾濫した際

に浸水した地点、その水深その他の状況を水害リスク情報として把握するよう努めるととも
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に、これを把握したときは、浸水実績等を地図上に示した図面の公表、浸水実績等を付加し

たハザードマップの公表、町中の看板・電柱等への掲示等により住民に周知することとする。

図面等を公表する場合は、住民への各戸配布やインターネット上での公表等により行うこと

とする。 

 

16.5 要配慮者利用施設の利用者の避難の確保のための措置に関する計画の作成等 

法第１５条第１項の規定により市地域防災計画に名称及び所在地を定められた要配慮者利

用施設の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、当該要配慮者利用施設

の利用者の洪水時の円滑かつ迅速な避難の確保を図るために必要な訓練その他の措置に関す

る計画を作成し、これを市長に報告するとともに、当該要配慮者利用施設の利用者の洪水時

の円滑かつ迅速な避難の確保のための訓練を行い、この結果を市長に報告するものとする。

さらに、自衛水防組織を置くよう努めるものとする。 

 要配慮者利用施設の所有者又は管理者及び自衛水防組織の構成員は、防災行政無線、戸別

受信機、防災情報メール、緊急速報メール、市ホームページ、ＳＮＳ（ソーシャルネットワ

ーキングサービス）等により、洪水予報等の情報収集に努めるものとする。 

 

16.6 大規模工場等における浸水の防止のための措置に関する計画の作成等 

 法第１５条第１項の規定により市地域防災計画に名称及び所在地を定められた大規模工場

等の所有者又は管理者は、国土交通省令で定めるところにより、当該大規模工場等の洪水時

の浸水の防止を図るために必要な訓練その他の措置に関する計画を作成するとともに、当該

大規模工場等の洪水時の浸水の防止のための訓練を実施するほか、自衛水防組織を置くよう

努めるものとする。 

 大規模工場等の所有者又は管理者及び自衛水防組織の構成員は、防災行政無線、防災情報

メール、緊急速報メール、市ホームページ、ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）

等により、洪水予報等の情報収集に努めるものとする。 

 

16.7浸水被害軽減地区 

 浸水被害軽減地区は、水防管理者が浸水の拡大を抑制する効用があると認められるものを

指定した地区である。 

 

16.8水害対応タイムライン 

 国、県、市町などの関係機関が災害発生時の状況を想定し、あらかじめ時系列に沿って防

災行動をまとめたタイムラインについて、台風接近等の水害が発生する恐れがある場合には

活用するとともに、必要に応じ対応後の検証と改善を行う。 

 

 



 

別表１ 水防本部の事務分掌  

 組織及び事務分掌  

① 本部長（市長）は、本部の事務を総括し、職員を指揮監督する。  

② 副本部長（副市長）は、本部長を補佐し本部長に事故あるときはその職

務を代理する。また、副市長に事故があり職務を遂行できないときは総

務部長とし、以下は機構順列とする。  

③ 本部に本部付を置き、教育長をあてる。  

④ 本部に次の部を置き、各部長は次に掲げる者をあて、本部員として部の 

事務を掌理し、所属職員を指揮監督する。 

⑤ 本部員となる南越消防組合次長及び南越清掃組合管理事務所長

は、併任とする。  

〔本部の組織〕  

本部長  市長  

副本部長  副市長  
本部付  教育長  
本部員  

総合政策部長、総務部長、市民福祉部長、産業観光部長、環境農林部

長、建設部長、今立総合支所長、議会事務局長、教育委員会事務局長、

南越消防組合消防次長、南越清掃組合管理事務所長  
 

水防対策本部  
設置時の部名  部局長名  水防対策本部  

設置時の部名  部局長名  

 総合政策部  総合政策部長  今立総合支所部  今立総合支所長  

総務部  総務部長  議会部  議会事務局長  

 市民福祉部  市民福祉部長  教育部  教 育 委 員 会 事 務 局

長  

産業観光部  産業観光部長  消防部  南越消防組合  
消防次長  

環境農林部  環境農林部長  清掃部  南越清掃組合  
管理事務所長  

建設部  環境農林部長  

 



 

⑥  各部に班を置き、その主な事務分掌は別表のとおりとする。  

⑦  本部に本部長、副本部長、本部付、本部員及びその他の職員で構成  

する本部員会議を置く。  

〔対策会議の協議事項〕  

ア 被害状況の把握及び災害応急対策実施状況  

イ 本部の災害応急対策等の実施に関する重要事項  

ウ 各部及び現地災害対策本部相互の調整に関する事項  

エ 防災関係機関との連携推進に関する事項  

オ 他団体に対する応援要請に関する事項  

カ その他重要な災害応急対策に関する事項  

キ 南越消防組合警防本部との災害対応に関する連絡・調整

〈組織図〉  

本部長  
（市長）  

 副本部長  
（副市長）  

 
本 部 員  
（部の長等）  

 
班 長  

 
班 員       

        
本部付  
教育長   南越消防組合    

現地水防対策本部  
（地区拠点基地）   南越清掃組合   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

〔越前市水防対策本部事務分掌〕  

部   名  班   名  分  掌  事  務  

総 合 政 策 部  

（総 合 政 策 部

長 ） 

 

総 合 政 策 班  

（財 務 企 画 課 長 ） 

（経 営 戦 略 室 長 ） 

（地 域 交 通 課 長 ） 

１．県 内 他 市 町 の災 害 情 報 収 集 及 び連 絡 調 整 に

関 すること。 

２．他 市 町 村 からの救 援 隊 の受 入 れ並 びに編 成 、

義 援 金 の受 入 れ並 びに配 分 等 に関 すること。 

３．関 係 省 庁 及 び県 に対 する陳 情 資 料 等 の作 成

に関 すること。 

４．公 共 交 通 機 関 との連 絡 調 整 、情 報 収 集 に関

すること。 

５．その他 総 合 政 策 部 内 の支 援 に関 すること。 

秘 書 広 報 班  

（経 営 戦 略 室 長 ） 

（ブランド戦略課長） 

 

１．本 部 長 及 び副 本 部 長 の特 命 に関 すること。 

２ 協 定 都 市 への応 援 要 請 に関 すること。 

３．本 部 班 と連 携 して、市 民 への災 害 状 況 等 の広

報 に関 すること。 

４．報 道 機 関 との連 絡 調 整 、情 報 提 供 に関 するこ

と。 

５．災 害 広 報 写 真 、広 報 資 料 等 の収 集 、保 存 、提

供 に関 すること。 

６．市 民 からの相 談 ・要 望 の窓 口 に関 すること。 

会 計 班  

（会 計 課 長 ） 

１．避 難 誘 導 班 の応 援 に関 すること 。 

２．救 援 資 金 の保 管 及 び災 害 対 策 に係 る現 金 の

出 納 に関 すること。 

３．その他 、各 部 ・班 の支 援 に関 すること。 

情 報 班  

（デジタル政 策 課

長 ） 

１．水対本部 の周 辺 機 器 の設 置 等 の業 務 支 援 、

通 信 機 能 の確 保 （インターネット外 部 通 信 及 び庁

内 情 報 伝 達 手 段 ）に関 すること。  

２．情 報 部 門 の業 務 の継 続 性 の確 保 に関 するこ

と。 

３．その他 総 合 政 策 部 内 の支 援 に関 すること。 

調 整 班  

（政 策 推 進 幹 ） 

１．部 内 の災 害 情 報 収 集 及 び連 絡 調 整 に関 する

こと。 

２．本 部 に陪 席 し、本 部 決 定 事 項 の各 班 への指

示 伝 達 に関 すること。 

総 務 部  

（総 務 部 長 ） 

（危 機 管 理

幹 ） 

 

総 務 班  

（人 事 ・法 制 課 長 ） 

１．職 員 の招 集 、安 否 確 認 及 び被 災 職 員 の対 応

に関 すること。 

２．緊 急 時 の人 員 輸 送 に関 すること。 

３．各 班 の人 員 調 整 に関 すること。 

４．職 員 の健 康 管 理 ・安 全 管 理 に関 すること。 

５．災 害 対 応 従 事 者 のこころのケアに関 すること。 

６．職 員 用 物 資 の調 達 に関 すること。 

７．総 務 部 内 の庶 務 及 び支 援 に関 すること。 



 

本 部 班  

（防 災 危 機 管 理 課

長 ） 

１．本 部 の開 設 （関 係 職 員 の出 動 ）及 び廃 止 に関

すること。 

２．災害指令の伝達及び災害情報の通信連絡

に関すること。  

３．避 難 場 所 の開 設 決 定 （地 区 担 当 班 の出 動 ）に

関 すること。 

４．災害対策の総合企画立案に関すること。 

５．被害結果の取りまとめ､県に対する報告

に関すること。 

６．自衛隊の派遣要請に関すること。  

財 産 管 理 班  

（財 産 管 理 課 長 ） 

１．庁 舎 の被 害 状 況 の把 握 及 び応 急 対 策 に関 す

ること。 

２．災 害 時 の緊 急 物 資 調 達 に関 すること。 

３．公 用 車 の管 理 及 び車 両 等 の借 上 げに関 する

こと。 

４．市 有 財 産 （各 所 管 に属 する行 政 財 産 は除 く。）

の被 害 状 況 の把 握 及 び復 旧 に関 すること。 

避 難 誘 導 班  

（税 務 課 長 ） 

１．本 部 と連 携 した被 害 状 況 の調 査 収 集 に関 する

こと。 

２．広 域 避 難 場 所 への住 民 の誘 導 に関 すること。 

３．罹 災 証 明 書 等 に関 すること。 

４．税 の減 免 に関 すること。 

ボランティア班  

（市 民 協 働 課 長 ）  

１．避 難 指 示 等 の対 象 区 長 、振 興 会 長 への連 絡

調 整 に関 すること。 

２．災 害 ボランティアセンター連 絡 会 に関 すること。 

３．ボランティアセンターの設 置 ・運 営 及 び防 災 組  

織 等 との連 絡 調 整 に関 すること。 

４．その他 総 務 部 内 の支 援 に関 すること。 

災 害 対 策 本 部  

準 備 運 営 班  

１．本 部 の準 備 、運 営 に関 すること。 

２．本 部 の各 種 災 害 情 報 の収 集 に関 すること。 

地 区 担 当 班  

１．広 域 避 難 場 所 、自 主 避 難 場 所 及 び地 区 拠 点

基 地 の設 置 ・運 営 に関 すること。 

２．水防対 策 本 部 及 び現 地水防対策本 部 との連

絡 調 整 に関 すること。 

※担 当 避 難 場 所 が開 設 対 象 でない場 合 、所 属

班 の業 務 に従 事  

調 整 班  

（政 策 推 進 幹 ） 

１．部 内 及 び今 立 総 合 支 所 部 内 の災 害 情 報 収 集

及 び連 絡 調 整 に関 すること。 

２．本 部 に陪 席 し、本 部 決 定 事 項 の各 班 への指  

示 伝 達 （今 立 総 合 支 所 部 も含 む）に関 すること。 



 

市 民 福 祉 部  

(市民福祉部長) 

情 報 収 集 ・物 資 調

達 班  

（窓 口 サービス課

長 ） 

１．市 民 の相 談 に関 すること。 

２．外 国 人 市 民 への広 報 について広 報 班 の応 援

に関 すること。 

３．避 難 住 民 への必 要 な物 資 等 の状 況 把 握 に関

すること。 

４．財 産 管 理 班 及 び福 祉 班 と連 携 して広 域 避 難

場 所 等 への緊 急 物 資 配 布 計 画 に関 すること。 

５．物 資 輸 送 班 との連 絡 ・調 整 に関 すること。 

６．遺 体 の火 葬 調 整 に関 すること。 

福 祉 班  

（社 会 福 祉 課 長 ） 

（長 寿 福 祉 課 長 ） 

 

１．要 支 援 者 の避 難 支 援 に関 すること。 

２．被 災 福 祉 施 設 の被 害 調 査 及 び応 急 対 策 に関

すること。 

３．福 祉 避 難 所 の開 設 、廃 止 に関 すること。 

４．赤 十 字 奉 仕 団 との連 絡 調 整 （炊 出 し、救 護 ）

に関 すること。 

５．援 助 物 資 の受 領 ・管 理 及 び災 害 弔 慰 金 （見

舞 金 ）の支 給 に関 すること。 

６．部 内 の庶 務 及 び職 員 の動 員 に関 すること。 

７．避 難 所 である所 管 施 設 (福 祉 施 設 )の開 閉 に

関 すること。 

保 育 児 童 班  

(こども未 来 課 長 ) 

１．認 定 こども園 ・保 育 園 等 所 管 施 設 における避

難 等 に関 すること。 

２．認 定 こども園 ・保 育 園 の保 護 者 会 への協 力 依

頼 に関 すること。 

３．認 定 こども園 ・保 育 園 等 所 管 施 設 の被 害 調

査 及 び応 急 対 策 に関 すること。 

４．その他 市 民 福 祉 部 内 の支 援 に関 すること。 

医 療 保 健 班  

（健 康 増 進 課 長 ） 

１ ．広 域 避 難 場 所 への 巡 回 健 康 相 談 や 応 急 救

護 ・感 染 症 予 防 活 動 に関 すること。 

２．医 師 会 等 との調 整 による医 療 、助 産 施 設 の確

保 に関 すること。 

３．医 療 品 等 の調 達 ・供 給 など医 療 機 関 との連 絡

調 整 に関 すること。 

４．避 難 行 動 要 支 援 者 や急 病 患 者 の措 置 及 び防

疫 、食 品 衛 生 に関 すること。 

５．その他 市 民 福 祉 部 内 の支 援 に関 すること。 

調 整 班  

（政 策 推 進 幹 ） 

１．部 内 の災 害 情 報 収 集 及 び連 絡 調 整 に関 する

こと。 

２．本 部 に陪 席 し、本 部 決 定 事 項 の各 班 への指

示 伝 達 に関 すること。 

産 業 観 光 部  

(産業観光部長) 

商 工 班  

（産 業 政 策 課 長 ） 

（観 光 誘 客 課 長 ） 

（にぎわい創 出 課

長 ）  

（和 紙 ・打 刃 物 ・た

１．商 工 業 関 係 の被 害 状 況 の調 査 収 集 に関 する

こと。 

２．部 内 の庶 務 及 び職 員 の動 員 に関 すること。 

３．緊 急 物 資 （流 通 業 会 、製 造 等 ）の確 保 に関 す

ること。 

４．観 光 関 係 の被 害 状 況 の調 査 、収 集 に関 するこ



 

んす課 ） と。 

５．その他 産 業 環 境 部 内 の応 援 に関 すること。 

６．観 光 客 への情 報 提 供 に関 すること。 

調 整 班  

（政 策 推 進 幹 ） 

１．部 内 の災 害 情 報 収 集 及 び連 絡 調 整 に関 する

こと。 

２．本 部 に陪 席 し、本 部 決 定 事 項 の各 班 への指

示 伝 達 に関 すること。 

環 境 農 林 部  

（環 境 農 林 部 長 ） 

 

農 林 班  

（農 政 課 長 ） 

（農 林 整 備 課 長 ） 

１．農 業 関 係 の被 害 状 況 の調 査 収 集 に関 するこ

と。 

２．米 穀 等 の調 達 供 給 及 び緊 急 輸 送 に関 するこ

と。 

３．農 作 物 の災 害 防 止 対 策 に関 すること。 

４．被 災 農 作 物 の応 急 技 術 に関 すること。 

５．家 畜 の伝 染 病 予 防 、防 疫 に関 すること。 

６．所 管 施 設 の被 害 調 査 及 び応 急 対 策 に関 する

こと。 

７．農 地 及 び農 業 ・林 業 用 施 設 の被 害 状 況 の確

認 に関 すること。 

８．排 水 施 設 等 の管 理 ・保 全 ・運 転 に関 すること。 

９．農 業 用 水 利 の調 整 に関 すること。 

10．農 地 及 び農 業 ・林 業 用 施 設 の災 害 予 防 、応  

急 対 策 、復 旧 に関 すること。 

避 難 広 報 班  

（環 境 政 策 課 長 ） 

１．広 報 車 による避 難 情 報 等 の広 報 活 動 に関 す 

ること。 

２．消 防 団 と連 携 して避 難 情 報 及 び避 難 所 等 へ

の各 種 情 報 （生 活 情 報 、復 旧 状 況 等 ）の広 報 に

関 すること。 

３．災 害 地 域 の廃 棄 物 の処 理 体 制 に関 すること。 

４．環 境 の美 化 ､保 全 に関 すること。 

５．災 害 時 における犬 、猫 等 ペットに関 すること。 

監 査 班  

（監 査 委 員 事 務 局  

次 長 ） 

１．避 難 広 報 班 の支 援 に関 すること。 

２．その他 、各 部 ・班 の支 援 に関 すること。 

調 整 班  

（政 策 推 進 幹 ） 

１．部 内 の災 害 情 報 収 集 及 び連 絡 調 整 に関 する

こと。 

２．本 部 に陪 席 し、本 部 決 定 事 項 の各 班 への指  

示 伝 達 に関 すること。 

建 設 部  

（建 設 部 長 ） 

建 設 班  

（都 市 計 画 課 長 ） 

（都 市 整 備 課 長 ） 

１．道 路 、河 川 及 び橋 梁 の通 行 の確 保 と応 急 対

策 に関 すること。 

２．交 通 規 制 及 び交 通 規 制 に係 る避 難 路 の指 示

に関 すること。 

３．所 管 排 水 施 設 の運 転 ・管 理 ・保 全 など水 防 応  

急 対 策 に関 すること。 

４．建 設 関 係 団 体 等 への協 力 要 請 に関 すること。 



 

５．公 共 土 木 施 設 等 の被 害 調 査 及 び応 急 対 策 に

関 すること。 

６．道 路 の除 排 雪 全 般 に関 すること。 

７．ヘリポートの設 置 に関 すること。 

建 築 住 宅 班  

（建 築 住 宅 課 長 ） 

１ ．市 営 住 宅 の被 害 調 査 、応 急 対 策 に 関 するこ

と。 

２．市 有 建 築 物 の屋 根 雪 下 ろしに関 すること。 

３．被 災 建 築 物 の応 急 対 策 に関 すること。 

４．応 急 仮 設 住 宅 に関 すること。 

５．被 災 建 築 物 応 急 危 険 度 判 定 に関 すること。 

６．その他 建 設 部 内 の支 援 に関 すること。 

上 下 水 道 班  

（上 下 水 道 課 長 ） 

 

１．水 道 施 設 等 の被 害 調 査 に関 すること。 

２．水 道 水 の供 給 確 保 及 び応 急 給 水 に関 するこ

と。 

３．下 水 道 施 設 等 及 び浄 化 槽 の被 害 調 査 に関 す

ること。 

４．下 水 道 施 設 及 び浄 化 槽 の保 全 ､応 急 対 策 に

関 すること。 

５．その他 建 設 部 内 の支 援 に関 すること。 

調 整 班  

（政 策 推 進 幹 ） 

１．部 内 の災 害 情 報 収 集 及 び連 絡 調 整 に関 する

こと。 

２．本 部 に陪 席 し、本 部 決 定 事 項 の各 班 への指  

示 伝 達 に関 すること。 

今 立 総 合 支 所 部  

(今立総合支所長) 

今 立 総 合 支 所 班  

（今 立 総 合 支 所 次

長 ） 

１．所 管 区 域 における災 害 情 報 の収 集 及 び応 急

対 策 に関 すること。 

２．災 害 対 策 本 部 との連 絡 調 整 に関 すること。 

３．所 管 区 域 を対 象 とした現 地 災 害 対 策 本 部 とし

ての対 応 に関 すること。 

教 育 部  

（教 育 委 員 会 事 務

局 長 ） 

教 育 班  

（教 育 振 興 課 長 ） 

１ ．学 校 （小 中 幼 ）施 設 の被 害 調 査 及 び応 急 修

理 ・復 旧 に 

関 すること。 

２．被 災 園 児 、児 童 、生 徒 に対 する教 育 対 策 に関

すること。 

３．避 難 場 所 （学 校 施 設 ）の校 長 との開 閉 に係 る 

調 整 に関 すること。 

４．園 児 、児 童 、生 徒 の避 難 の指 示 等 に関 するこ

と。 

５．学 用 品 、教 科 書 の教 材 等 の調 達 及 び配 分 に

関 すること。 

６．学 校 給 食 の確 保 に関 すること。 

７．部 内 の庶 務 及 び職 員 の動 員 に関 すること。 



 

物 資 輸 送 班  

（生 涯 学 習 ・芸 術

文 化 課 長 ） 

（スポーツ課 長 ） 

（図 書 館 長 ） 

１．地 区 拠 点 基 地 及 び自 主 避 難 場 所 （公 民 館 ）の

公 民 館 長 との開 閉 に係 る調 整 に関 すること。 

２．情 報 収 集 ・物 資 調 達 班 との調 整 による緊 急 物

資 の輸 送 （配 送 及 び回 収 ）に関 すること。 

３．所 管 施 設 の被 害 調 査 及 び応 急 修 理 、復 旧 に

関 すること。 

４．避 難 所 である所 管 施 設 (文 化 施 設 、スポーツ

施 設 )の開 閉 に関 すること。 

調 整 班  

（政 策 推 進 幹 ） 

１．部 内 の災 害 情 報 収 集 及 び連 絡 調 整 に関 する

こと。 

２．本 部 に陪 席 し、本 部 決 定 事 項 の各 班 への指  

示 伝 達 に関 すること。 

議 会 部  

（議 会 事 務 局 長 ） 

議 会 班  

（議会事務局次長） 

1．市 議 会 との連 絡 調 整 に関 すること。 

2．中 央 省 庁 等 の視 察 団 又 は調 査 団 の受 入 れに

関 すること。 

3．その他 、各 部 ・班 の支 援 に関 すること。 

消 防 部  

（消 防 次 長 ） 

※消 防 長 は警 防

本 部 の指 揮  

南 越 消 防 組 合  

（警 防 課 ） 

※警 防 課 職 員  

１．火 災 の予 防 、鎮 圧 に関 すること。 

２．救 急 及 び救 助 活 動 に関 すること。 

３．緊 急 避 難 の伝 達 、 広 報 及 び誘 導 に 関 するこ

と。 

４．水 防 活 動 に関 すること。 

５．災 害 情 報 の収 集 に関 すること。 

６．警 防 本 部 と災 害 対 策 本 部 との連 絡 調 整 に関

すること。 

清 掃 部  

（管 理 事 務 所 長 ） 

南 越 清 掃 組 合  

（第 １清 掃 課 長 ） 

（第 ２清 掃 課 長 ） 

（総 務 課 長 ） 

１．災 害 時 ・冬 期 間 におけるごみ等 の特 別 収 集 に

関 すること。 

２．災 害 地 域 の一 般 廃 棄 物 の処 理 に関 すること。 

 

 



  

その２  南越消防組合警防本部 

本 部 長 消防長 

副本部長  次長 

統  制  本部統括 

対策班 責任者 班  員 分  掌  事  務  

総務班 総務課長 総務課員 １．水防対策本部との連絡調整に 

関すること 

２．報告に関すること。 

３．隣接市町に関すること。 

４．工作物管理者の連絡に関する 

こと。 

５．公用負担に関すること。 

６．その他他の班に属さないこと。 

警防班 警防課長 警防課員 １．消防職団員の招集に関するこ 

と。 

２．水防の指揮に関すること。 

３ ．水 防 資 材 の 調 達 に 関 す る こ  

と 。  

４．自動車、機械、船艇の借り上 

げに関すること。 

５．避難誘導に関すること。 

６．救急・救助に関すること。 

７．技術指導に関すること。 

情報班 予防課長 予防課員 １．広報に関すること。 

２．報道に関すること。 

３．被害調査に関すること。 

４．記録統計に関すること。 

通信班 指令情報課長 指令情報課員 １．通信に関すること。 

２．情報収集に関すること。 

３．消防職員の召集に関すること 

 



  

 

 

別表２ 消防団員招集体系            令和６年７月１日現在 

 

      

 

分団名 所轄区域 分団長 副分団長 班長 団  員 合  計 

式部さくら

分団 
－ １名 １名 ２名 ２４名 ２８名 

東分団 東地区 1 名 1 名 ３名 ２３名 ２８名 

西分団 西地区 １名 １名 ４名 ２９名 ３５名 

南分団 南地区 １名 １名 ３名 ２６名 ３１名 

神山分団 神山地区 １名 １名 ３名 １９名 ２４名 

吉野分団 吉野地区 １名 １名 ４名 ３２名 ３８名 

国高分団 国高地区 １名 １名 ４名 ３６名 ４２名 

大虫分団 大虫地区 １名 １名 ３名 ３２名 ３７名 

坂口分団 坂口地区 １名 １名 ２名 １７名 ２１名 

王子保分団 王子保地区 １名 １名 ４名 ２４名 ３０名 

北日野分団 北日野地区 １名 １名 ３名 ２５名 ３０名 

北新庄分団 北新庄地区 １名 １名 ３名 １７名 ２２名 

味真野分団 味真野地区 １名 １名 ４名 ２７名 ３３名 

白山分団 白山地区 １名 １名 ４名 ２６名 ３２名 

粟田部分団 粟田部地区 １名 １名 ３名 １６名 ２１名 

岡本分団 岡本地区 １名 １名 ３名 １９名 ２４名 

南中山分団 南中山地区 １名 １名 ３名 １５名 １９名 

服間分団 服間地区 １名 １名 ３名 １９名 ２４名 

合 計 １８名 １８名 ５８名 ４２５名 ５１９名 

南越消防組合 

 警防本部 

21-8888 

大隊本部 

中消防署 21-8899 

東消防署 43-0119 

 

消防団長  １名 

副団長   ４名 



 

別表３ 消防団の配置区分 

 

河川名 岸別 水防担当区域 延長 km 出場分団 

日 野 川 右岸 南越前町境界から松ヶ鼻用水取入口 ２．２ 王子保 

〃 〃 松ヶ鼻用水取入口から帆山橋 ２．８ 北日野 

〃 〃 帆山橋から鯖江市境界 ３．５ 国高 

〃 左岸 南越前町境界から松ヶ鼻用水取入口 ２．１ 王子保 

〃 〃 松ヶ鼻用水取入口から帆山橋 ３．１ 南 

〃 〃 帆山橋から八幡歩道橋 ２．１ 東 

〃 〃 八幡歩道橋から鯖江市境界 ２．５ 吉野 

吉 野 瀬 川 右岸左岸 坂口地区地係 ５．３ 坂口 

〃 〃 白山地区地係 ５．０ 白山 

〃 〃 中一里付近から岡本町 ３．４ 神山 

〃 〃 岡本町から新保橋 １．４ 大虫 

〃 〃 新保橋から鯖江市境界 ３．９ 吉野 

吉 野 瀬 川 

放 水 路 
〃 吉野瀬川の分岐点から日野川合流点 １．８ 吉野 

鞍 谷 川 〃 池田町境界から味真野地区地係 ７．５ 味真野 

〃 〃 不老町から月尾川合流点 ２．７ 粟田部 

〃 〃 月尾川合流点から鯖江市境界 ２．８ 南中山 

天 王 川 〃 千合谷町から越前町境界 ４．７ 白山 

穴 田 川 〃 高木町から高木町 １．４ 国高 

河 濯 川 〃 妙法寺町から河濯橋 ２．２ 南 

〃 〃 河濯橋から吉野瀬川合流点 ２．３ 西 

浅 水 川 〃 池田町境界から西尾町 ５．１ 味真野 

〃 〃 西尾町から真柄橋 ２．８ 北日野 

〃 〃 真柄橋から鯖江市境界 ２．２ 北新庄 

大 塩 谷 川 〃 瓜 生 野 町 か ら 富 士 見 ヶ 丘 一 、 二 丁 目 日 野 川 合 流 点  １．４ 王子保 



 

 

河川名 岸別 水防担当区域 延長 km 出場分団 

服 部 川 右岸左岸 西河内町から東庄境揚水機場 ６．２ 服間 

〃 〃 東庄境揚水機場から鯖江市境界 ２．２ 南中山 

水 間 川 〃 市野々町から服部川合流点 ５．４ 服間 

月 尾 川 左岸 南坂下町から鞍谷川合流点 ５．４ 岡本 

〃 右岸 南坂下町から杉尾橋 ３．８ 岡本 

〃 〃 杉尾橋から鞍谷川合流点 １．６ 南中山 

春 日 野 川 右岸左岸 春日野町から松森町日野川合流点 ６．０ 王子保 

八 ヶ 川 〃 八幡二丁目から瓜生町日野川合流点 １．２ 国高 

岡 本 川 〃 大滝町から鞍谷川合流点 ２．１ 岡本 

小 松 川 〃 武生第二中学校からゲンキー高瀬店 １．４ 南 

〃 〃 ゲンキー高瀬店から吉野瀬川合流点 １．９ 西 



 

資料１－１ 水防区域 

 

１  一級河川 

河川名 区          間  
延長 

Km 
備    考  

日 野 川 右岸  南越前町境界から鯖江市境界 8.5 一部県知事警報 

日 野 川 左岸  南越前町境界から鯖江市境界 9.8 一部県知事警報 

吉 野 瀬 川 両岸  坂口地区から鯖江市境界 19.0 
一部県知事警報 

一部重要水防区域 

鞍 谷 川 両岸  池田町境界から鯖江市境界 13.0 
一部県知事警報 

一部重要水防区域 

吉 野 瀬 川 

放 水 路 

両岸 吉野瀬川からの分岐点から 

   日野川合流点 
1.8 重要水防区域 

天 王 川 両岸  千合谷町から越前町境界 4.7 一部重要水防区域 

穴 田 川 両岸  高木町から高木町 1.4  

河 濯 川 両岸  妙法寺町から吉野瀬川合流点 4.5  

浅 水 川 両岸  池田町境界から鯖江市境界 10.1  

大 塩 谷 川 
両岸 瓜生野町から富士見が丘一， 

二丁目日野川合流点 
1.4 一部重要水防区域 

服 部 川 両岸  西河内町から鯖江市境界 8.4 一部重要水防区域 

水 間 川 両岸  市野々町から服部川合流点 5.4  

月 尾 川 両岸  南坂下町から鞍谷川合流点 5.4  

 

２  準用河川 

河川名 区          間  
延長 

Km 
備    考  

春 日 野 川 
両岸  春日野町から松森町日野川合

流点 
6.0  

八 ヶ 川 
両岸  八幡二丁目から瓜生町日野川

合流点 
1.2  

 

３  砂防指定地に係る普通河川 

河川名 区          間  
延長 

Km 
備    考  

岡 本 川 両岸  大滝町から鞍谷川合流点 2.1  

 



 

資料１－２ 要注意箇所 

 

主要水閘門一覧表 

河川名 
土木 

事務所 
所 在 地 管理者（連絡先） 操作方法 備 考 

日野川 丹南 越前市向新保町 
日野川用水土地改良区水

利組合 

流 動 型 動 堰 堤 

門 扉 ・ ６ 門 
 

浅水川 〃 越前市長尾町 長尾町区長 
鋼鉄ローラ巻上式 

手 動 ２ 連 
 

〃 〃 越前市中新庄町 中新庄町区長 
自 動 堰 

(ラバーダム１門) 
 

〃 〃 越前市中新庄町 中新庄町区長 手 動 巻 上 式  

〃 〃 越前市中新庄町 中新庄町区長 
鉄筋コンクリート 

手 動 巻 上 式 
 

鞍谷川 〃 越前市中津山町 新堂町農家組合 転 倒 堰 (ﾓｰﾀｰ) 

服部川 〃 越前市東庄境町 赤坂町農家組合 転 倒 堰 (ﾓｰﾀｰ) 

〃 〃 越前市東庄境町 国中町農家組合 
空気式ゴム引布製 

起 伏 堰 
(ﾓｰﾀｰ) 

 

河川管理施設水門樋門（土木事務所より委託を受けたもの） 

本川名 支川名 施設名 所在地 管理者 施設概要 

日野川 八ヶ川 八ヶ川樋門 瓜生町（右岸） 
丹南土木事務所 

越前市へ委託 

ゲートＨ3.3ｍ 

Ｌ3.8×2ｍ、電動 

 



 

資料２ 水防箇所一覧表 

 

１ 福井県管理区間（越前市内） 

番号 河川名 
延長 

（ｍ） 
区域 

重要度 要注意 

区間 
級別 摘要 

A B（ｍ） 

22 吉野瀬川 9,620 
家久町～ 

岡本町 
－ 

右 4,820 

左 4,820 
－ １ 堤防高 

23 天 王 川 400 二階堂町 － 
右   200 

左   200 
－ １ 堤防高 

24 服 部 川 2,600 
西庄境町～ 

東庄境町 
－ 

右 1,300 

左 1,300 
 １ 堤防高 

25 服 部 川 1,000 
領家町～ 

藤木町 
－ 

右   500 

左   500 
 １ 堤防高 

27 鞍 谷 川 550 粟田部町 － 
右   150 

左   400 
 １ 水衝・洗掘 

28 鞍 谷 川 450 粟田部町 － 
右    － 

左   450 
－ １ 堤防高 

29 大塩谷川 2,800 
中平吹町～ 

富士見が丘 
－ 

右 1,400 

左 1,400 
－ １ 堤防断面 

※番号は、福井県水防計画付表「第２表 重要水防箇所一覧表」にある番号 
                                （資料：県水防計画） 
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資料６ 雨量観測所一覧表 

 

１ 福井気象台 気象観測所（アメダス）地域気象観測所 

観測所 観測種目 所 在 地 緯 度 経 度 標 高 

武生 降水量 積雪 越前市村国二丁目64字25-1 35°54′03″ 136°10′04″ 32ｍ 

 

２ 国土交通省 雨量観測所 

番号 河川名 観測所名 種別 機器の名称 観測所位置 緯 度 経 度 標 高 所属 備考 

15 日野川 武生 
自記 

テレメータ 
転倒ます型 越前市堀川 35°53′48″ 136°10′23″ 35ｍ 

福井河川 

国道事務所 
 

※番号は、福井県水防計画付表「第１４表 雨量観測所一覧表（国土交通省）」にある番号 

 

３ 福井県 雨量観測所 

番号 観測所名 水系 河川名 所在地 普通別 観測者名 連絡先 緯 度 経 度 備考 

19 丹南土木 九頭竜川 日野川 越前市上太田町 有線テレ 丹南土木 23-4966 35°54′06″ 136°09′04″ 水・砂 

20 粟田部 九頭竜川 鞍谷川 越前市粟田部町 無線テレ 丹南土木 23-4966 35°54′45″ 136°14′17″ 水 

48 白山 九頭竜川 天王川 越前市都辺町 

36字 84 

無線テレ 丹南土木 23-4966 35°53′16″ 136°03′21″ 砂 

49 余川 九頭竜川 鞍谷川 越前市余川町 

37字 8-3 

無線テレ 丹南土木 23-4966 35°53′10″ 136°14′41″ 砂 

50 相木 九頭竜川 服部川 越前市相木町20字 1 無線テレ 丹南土木 23-4966 35°55′55″ 136°18′42″ 砂 

※番号は、福井県水防計画付表「第１３表 雨量観測所一覧（福井県）」にある番号 



資料７ 水位観測所一覧表 

 

１．福井県 

番 

号 

観測所名 河川名 設置 

場所 

所在地 自記 

テレメータ 

普通 

水防団待機水 

位(通報水位) 

m 

犯濫注意水 

位(警戒水位) 

m 

避難判断水位 

(特別警戒水位) 

m 

犯濫危険水 

位(危険水位) 

m 

河口より 

の距離 

km 

流域面積 

Km2 

基準高 観測者名 緯度 経度 観測開始 

年月日 

新設 

改良 

年度 

電話応答装置 

電話番号 

53 中平吹 日野川 橋脚 越前市中平吹 無線テレ 2.50 3.50  4.00 48.00  49.95 丹南土木 35 51 45 136 10 53 S55.1 R2  

54 北 浅水川 橋脚 越前市北町 無線テレ 1.80 2.30  2.80 34.20 31.2 19.34 丹南土木 35 54 55 136 12 59 S29.6 R2  

55 家久 

(吉野瀬川) 

吉野瀬川 左岸 越前市家久町 無線テレ 1.10 1.90  2.70   21.30 丹南土木 35 55 28 136 10 09 H17.8 R2  

56 上太田 吉野瀬川 橋脚 越前市上太田町 有線テレ 2.00 2.40 2.50 3.20  50.1 29.76 丹南土木 35 54 05 136 09 02 S60.3 R2  

57 粟田部 鞍谷川 左岸 越前市粟田部町 無線テレ 1.30 1.80 1.90 2.50 28.20 17.7 27.00 丹南土木 35 54 45 136 14 17 S30.1 H23  

58 東庄境 服部川 左岸 越前市東庄境町 無線テレ 1.10 1.50  2.20  21.9 22.30 丹南土木 35 56 06 136 15 08 H19.7 R2  

62 家久 

(鯖江) 

日野川 右岸 越前市家久町 無線テレ 2.00 2.50  4.00 38.00 382.4 37.00 広野・桝谷ダム 

統管 

35 55 34 136 10 32 S51.3 H25  

※番号は、福井県水防計画付表「第１０表 水位観測所一覧（福井県）」にある番号 



２ 南越消防組合 

 

河川名 
左右 

岸別 
観測所名 

量水標 

種別 

量水標 

所在地 
担当分団 

水防団待機水位 

（通報水位） 

氾濫注意水位 

（警戒水位） 

氾濫危険水位 

（危険水位） 
連絡所電話 

日野川 右 堀川町 水位標 帆山橋下流 東分団 1.5 2.5 3.0 21-8888 

吉野瀬川 左 上太田町 〃 土木事務所前 大虫分団 2.0 2.4 3.2 〃 

鞍谷川 左 余川町 〃 余川町 味真野分団 1.0 1.5 2.5 〃 

文室川 左 文室町 〃 文室町 〃 1.0 1.5 2.5 〃 

浅水川 橋脚 戸谷町 〃 北町 北新庄分団 1.8 2.3 2.8 〃 

河濯川 右 京町２丁目 〃 千代鶴橋 西分団 1.0 1.5 2.0 〃 

小松川 左 中央２丁目 〃 北電変電所西側 〃 1.0 1.3 2.0 〃 



資料８ 映像監視所一覧 

 

１．福井県 

番号 監視所名 水系名 河川名 所在地 監視者名 緯度 経度 備考 

３９ 万代橋 九頭竜川 日野川 越前市堀川町 丹南土木 35 54 00 136 10 24  

４２ 上太田 九頭竜川 吉野瀬川 越前市上太田町 丹南土木 35 54 06 136 09 03  

４３ 粟田部 九頭竜川 鞍谷川 越前市粟田部町 丹南土木 35 54 50 136 14 33  

４４ 東庄境 九頭竜川 服部川 越前市東庄境町 丹南土木 35 56 06 136 15 08  簡易型 

４５ 下平吹 九頭竜川 大塩谷川 越前市下平吹町 丹南土木 35 52 01 136 10 17 簡易型 

※番号は、福井県水防計画付表「第１６表 映像監視所一覧表」にある番号 



 

資料９ 水防用倉庫・水防用資機材一覧表 

 

１水防用倉庫の現況 

番号 河川名 倉庫名 管理者 所在地 施工年月 摘要 

丹-8 月尾川 月尾谷 越前市 越前市轟井町11-39-2 Ｈ20.12 月尾サブセンター駐車場西側 

丹-9 日野川 

吉野瀬川 
中消防署 越前市 越前市千福町126 R6.3 南越消防組合中消防署敷地内 

丹-10 日野川 越前第１ 越前市 越前市堀川町 Ｓ27.11 万代橋と帆山橋の中間左岸 

丹-11 日野川 越前第２ 越前市 越前市堀川町 Ｓ31.3 万代橋と帆山橋の中間左岸 

丹-12 日野川 越前第３ 越前市 越前市帆山町 Ｓ31. 万代橋と帆山橋の中間右岸 

丹-13 日野川 越前第４ 越前市 越前市八幡一丁目 Ｓ33.1 豊橋東詰右岸 

丹-14 服部川 藤木 越前市 越前市藤木町 Ｓ26.4 服間小学校南 

丹-27 
日野川 

吉野瀬川 
中消防署 

南越消防 

組合 
越前市千福町126 Ｈ17.4 南越消防組合中消防署内 

丹-28 鞍谷川 東消防署 
南越消防 

組合 
越前市西樫尾町18-7-2 Ｈ10.4 南越消防組合東消防署内 

  ※番号は、福井県水防計画付表「第９表 主要水防倉庫一覧（福井県）」にある番号 

 



 

２水防用資器材の現状 

資器材名 単位 月尾谷 
越前 

第１ 

越前 

第２ 

越前 

第３ 

越前 

第４ 
藤木 中署 東署 計 

17品目資器材           

 俵 枚    40     40 

かます 枚    690     690 

袋類 枚 800  3400 400 1600 850 4720 1750 13520 

畳 枚   18      18 

むしろ 枚          

縄 巻 20  45 2 5  14 11 97 

竹 束       6  6 

生木 本          

丸太 本 186 433 57 315 95 63   1149 

杭 本 161 20  70 44 60 162 161 678 

蛇籠 本          

置石 ｍ3          

土砂 ｍ3          

鉄線 ｋｇ   3100    90 75 3265 

釘 ｋｇ          

板類 枚          

かすがい 本   140      140 

その他の資器材           

 スコップ 丁 2  83  73 3 52 35 248 

掛矢 丁   14  5  1 4 24 

ペンチ 丁   11      11 

まさかり 丁 2  9  4  3 3 21 

ロープ 巻   4    1 1 6 

一輪車 台 6  11  2   2 21 

照明具 台          

くわ 丁 5  14  6 1 3 2 31 

金槌 丁   28    8 14 50 

つるはし 丁 5  21  6  1 1 34 

にないぼう 本          

クリッパー 丁   24    8 11 43 

シート類 枚   10  21 6 31 54 122 

大型土のう 袋 40  130 60 30 30 90 49 429 

土砂詰め大型土のう 袋          

ボトルユニット 袋          

 



資料１０
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関係機関連絡先一覧 

◎県関係 
名称 電話 FAX E-mail 備考 

NTT 回線 防災行政無線 NTT 回線 防災行政無線 

福井県庁 代表 0776-21-1111 610-4711 0776-20-0622 610-2089   

同守衛室 （0776-21-1111） 610-4705 － －   

砂防防災課 

（水防本部） 

直通 0776-20-0482 610-3395 0776-20-0659 610-3399 sabo@pref.fukui.lg.jp  

危機対策・防災課 直通 0776-20-0308 610-2172 0776-22-7617 610-2189 kikitaisaku@pref.fukui.lg.jp ※ 

警察本部警備課 代表 0776-22-2880 610-5442 － － keibi@police.pref.fukui.lg.jp  

越前警察署 代表 0778-24-0110 － － －   

越前警察署今立分庁舎 代表 0778-43-0110 － － －   

丹南土木事務所 0778-23-4966 750-5370 0778-23-5494 750-5328 ta-dobok@pref.fukui.lg.jp ※ 

広野・桝谷ダム統合管理事務所 代表 0778-45-1122 860-311 0778-45-1126 860-330 hirodam@pref.fukui.lg.jp  

広野ダム監視所 代表 0778-45-0316 860-420 0778-45-0316 860-430   

桝谷ダム監視所 代表 0778-45-1314 860-511 0778-45-1316 860-035   

（注）※印のついている機関に FAX をする際は NTT 回線を優先してください。 

◎国土交通省関係 

名称 電話 FAX E-mail 備考 

NTT 回線 国交省 

マイクロ回線 

NTT 回線 国交省 

マイクロ回線 

近畿地方整備局福井河川国道事務所 直通 0776-35-2771 781-331 0776-36-5131 781-357 kkr-fukui-kawa@gxb.mlit.go.jp 河川管理課 

◎気象台関係 

名称 電話 FAX E-mail 備考 

NTT 回線 防災行政無線 NTT 回線 防災行政無線 

福井地方気象台 代表 0776-24-0009 452-2 0776-24-1252 452-5   

◎電力関係 

名称 電話 FAX E-mail 備考 

NTT 回線 防災行政無線 NTT 回線 防災行政無線 

北陸電力㈱丹南支社 直通 0776-23-1215 － 0776-23-4440 －   

◎報道関係 

名称 電話 FAX E-mail 備考 

NTT 回線 防災行政無線 NTT 回線 防災行政無線 

日本放送協会福井放送局 代表 0776-28-8850 466-2 0776-28-8878 －   

福井テレビ 代表 0776-21-2233 469-2 0776-27-1534 －   

福井放送 代表 0776-57-7802 467-2 0776-57-1932 －   

丹南ケーブルテレビ 直通 0778-21-3277 － 0778-21-5013 －   

福井新聞社 代表 0776-57-5111 － 0776-57-5145 －   

日刊県民福井 代表 0776-28-8613 － 0776-28-8616 －   

福井エフエム放送 代表 0776-21-2100 － 0776-21-2101 －   

◎通信関係 

名称 電話 FAX E-mail 備考 

NTT 回線 防災行政無線 NTT 回線 防災行政無線 

NTT 西日本福井支店 代表 0776-52-3031 － 0776-54-8539 －   

◎市町役場・消防 

名称 電話 FAX E-mail 備考 

NTT 回線 防災行政無線 NTT 回線 防災行政無線 

越前市役所 代表 0778-22-3000 302-1-2312 0778-22-3458 302-1-2990 seikatu@city.echizen.lg.jp  

南越消防組合消防本部 直通 0778-21-8888 355-1-342 0778-21-0093 355-1-244 nsk119@city.echizen.lg.jp  

南越消防組合中消防署 代表 0778-21-8899 355-1-304 0778-21-8890 355-1-244 nsk-naka@city.echizen.lg.jp  

南越消防組合東消防署 代表 0778-43-0119 355-1-700 0778-42-0156 － nsk-higashi@city.echizen.lg.jp  

鯖江市役所 代表 0778-51-2200 306-1-212 0778-51-8151 306-1-492 SC-Bousai@city.sabae.lg.jp  

鯖江・丹生消防本部 代表 0778-54-0119 354-1-131 0778-51-8383 354-1-197 snfd@fd-sabaenyu.jp  

南越前町役場 代表 0778-47-3000 320-1-219 0778-47-3261 320-1-591 bousai@town.minamiechizen.lg.jp  

南越消防組合南消防署 代表 0778-45-0119 355-1-600 0778-45-0315 － nsk-minami@city.echizen.lg.jp  

池田町役場 代表 0778-44-6000 319-1-120 0778-44-6296 319-1-397 kensetu@town.ikeda.fukui.jp  

南越消防組合東消防署池田分署 代表 0778-44-8119 355-1-500 0778-44-8109 － nsk-ikeda@city.echizen.lg.jp  

◎鉄道関係 
名称 電話 FAX E-mail 備考 

NTT 回線 防災行政無線 NTT 回線 防災行政無線 

(株)ハピラインふくい 

施設管理センター 

代表 0776-26-1668 － 0776-22-6605 －   

福井鉄道㈱鉄道部 0778-21-0706 － 0778-21-0722 －   

◎その他 

名称 電話 FAX E-mail 備考 

NTT 回線 防災行政無線 NTT 回線 防災行政無線 

日野土地改良区 0778-24-5615 － － －   

日野川用水土地改良区 0778-21-3311 0778-24-1067 － －   

越前たけふ農業協同組合 0778-22-1111 － － －   

福井丹南農業協同組合 0778-51-8000 － － －   

 
















































